
（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１６年 （平成２８年） 春季　第 44号　【季刊】

無 料

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション

44
７

445

contents

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
動
画
配
信 Spring 2016

温
暖
化
へ
の
対
処
方
法 

閣
議
決
定

　

政
府
が
主
宰
す
る
「
ガ

ス
シ
ス
テ
ム
改
革
小
委
員

会
」
が
、
電
力
と
並
行
し
て

ガ
ス
の
小
売
り
全
面
自
由
化

を
２
０
１
７
年
４
月
に
実
施

す
る
改
革
案
を
示
し
た
。
こ

れ
ま
で
地
域
ご
と
に
２
０
０

社
強
の
ガ
ス
事
業
者
だ
け
に

認
め
ら
れ
て
き
た
小
口
需
要

家
に
対
す
る
販
売
を
自
由
化

し
て
、
電
力
と
と
も
に
競
争

家
に
対
し
て
同
時
に
ガ
ス
も

販
売
す
る
「
セ
ッ
ト
販
売
」

を
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
ガ
ス
事
業
者
に
と

っ
て
も
、
新
電
力
事
業
者
と

の
提
携
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
広
が
る
こ
と
に
な

る
。
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
の
事
業
者
が
セ

ッ
ト
販
売
を
提
供
し
て
お

り
、
日
本
も
こ
の
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年

４
月
か
ら
は
「
ガ
ス
小
売
事

業
者
」
と
「
ガ
ス
導
管
事
業

者
」
の
２
種
類
に
集
約
さ
れ

る
。
利
用
者
は
大
口
・
小
口

を
問
わ
ず
、
小
売
事
業
者
か

ら
ガ
ス
を
購
入
す
る
形
態
に

な
る
。
小
売
事
業
者
に
は
従

来
の
ガ
ス
会
社
の
ほ
か
、
す

で
に
大
口
の
小
売
り
を
開
始

し
て
い
る
電
力
会
社
や
石
油

会
社
を
は
じ
め
、
流
通
業
や

通
信
事
業
者
な
ど
が
電
力
に

加
え
て
ガ
ス
の
市
場
に
も
参

入
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

プ
ロ
パ
ン
業
者
の
中
に
は

大
規
模
化
に
よ
っ
て
都
市
ガ

ス
に
参
入
す
る
動
き
も
あ

る
。
元
来
、
プ
ロ
パ
ン
事
業

は
価
格
規
制
も
な
く
完
全
に

自
由
化
さ
れ
て
い
る
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
業
者
が
寡
占

状
態
に
あ
り
、
平
均
的
な
都

市
ガ
ス
に
比
べ
て
非
常
に
価

格
が
高
い
業
者
も
あ
る
。
都

市
ガ
ス
が
供
給
さ
れ
て
い
な

い
地
方
な
ど
の
消
費
者
に
不

公
平
感
が
あ
る
。
都
市
ガ
ス

小
売
り
自
由
化
は
、
こ
う
し

た
都
市
ガ
ス
未
供
給
地
域
で

の
競
争
も
促
進
す
る
こ
と
に

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

い
え
よ
う
。

　

自
由
化
に
よ
り
、
縦
割
型

の
供
給
構
造
で
閉
鎖
的
で
あ

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
、

技
術
革
新
や
異
業
種
連
携
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
電
力
の
小

売
り
が
全
面
自
由
化
さ
れ
、

ガ
ス
事
業
の
自
由
化
が
１
年

後
に
迫
る
中
、
従
来
の
ガ
ス

会
社
の
ほ
か
、
す
で
に
大
口

の
小
売
り
を
開
始
し
て
い
る

電
力
会
社
や
石
油
会
社
を
は

じ
め
、
流
通
業
や
通

信
事
業
者
な
ど
が
電

力
に
加
え
て
ガ
ス
の

市
場
に
も
参
入
を
表

明
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
変
化
に

お
い
て
、
中
堅
ガ
ス
事
業
者

は
、
い
か
に
生
き
残
る
か
の

企
業
間
の
協
業
や
合
併
、
買

収
と
い
っ
た
戦
略
を
立
て
、

直
ち
に
取
り
組
み
を
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
温
室
効
果
ガ
ス
世
界
資

料
セ
ン
タ
ー

　

略
称
は
Ｗ
Ｄ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
。

世
界
気
象
機
関（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

が
温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
地

球
規
模
の
環
境
観
測
を
行

う
全
球
大
気
監
視
（
Ｇ
Ａ

Ｗ
）
計
画
に
基
づ
き
設
立

し
た
機
関
。
全
世
界
か
ら

報
告
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

ス
観
測
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

公
開
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
解

析
も
行
い
、
そ
の
結
果
は
国

連
の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
や
気
候

変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会

議
な
ど
に
提
供
さ
れ
、
重
要

な
判
断
材
料
と
な
る
。

　

１
９
９
０
年
10
月
以
降
、

Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
要
請
に
よ
り
、
日

本
の
気
象
庁
が
運
営
に
あ
た

っ
て
い
る
。

▼
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

１
９
７
１
年
に
ス
イ
ス
の

経
済
学
者
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ

ワ
ブ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

非
営
利
の
公
益
財
団
。

　

世
界
的
に
影
響
力
の
あ

る
経
営
者
、
政
治
家
、
学

者
ら
を
招
待
し
、
毎
年
１

月
末
に
、
地
球
環
境
や
国

際
平
和
、
貧
困
問
題
な
ど

世
界
の
重
要
課
題
を
話
し

合
う
年
次
総
会
を
主
催
し

て
い
る
。
こ
の
総
会
は
ス

イ
ス
の
観
光
保
養
地
ダ
ボ

ス
で
開
か
れ
る
こ
と
か
ら

「
ダ
ボ
ス
会
議
」
と
呼
ば

れ
る
。
各
国
の
競
争
力
を

ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
示
す

「
世
界
競
争
力
レ
ポ
ー
ト
」

も
発
表
し
て
い
る
。

予
測
さ
れ
て
お
り
、
排
出
量

が
多
け
れ
ば
４
・
４
℃
上
昇

す
る
。
そ
の
た
め
に
適
応
策

を
進
め
る
こ
と
で
、
温
暖
化

に
よ
る
影
響
を
で
き
る
限
り

低
く
し
、
迅
速
に
回
復
で
き

る
社
会
を
目
指
す
。

　

具
体
的
な
適
応
の
施
策
を

示
し
た
の
は
以
下
の
７
分

野
。「
農
業
、
森
林
・
林
業
、

水
産
業
」「
水
環
境
・
水
資

小
化
す
る
た
め
、
初
の
適
応

策
を
示
し
た
。

　

温
暖
化
対
策
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
取
り

組
む
「
緩
和
策
」
と
、
避
け

ら
れ
な
い
影
響
に
対
処
す
る

た
め
の
「
適
応
策
」
が
２
本

の
柱
と
な
る
。
日
本
の
気
温

は
厳
し
い
排
出
削
減
対
策
を

と
っ
た
場
合
で
も
21
世
紀
末

に
は
１
・
１
℃
上
昇
す
る
と

　

２
０
１
５
年
11
月
、
政
府

は
「
気
候
変
動
の
影
響
へ
の

適
応
計
画
」
を
閣
議
決
定
し

た
。
地
球
温
暖
化
で
悪
影
響

が
想
定
さ
れ
る
農
業
や
生
活

な
ど
各
分
野
へ
の
被
害
を
最

源
」「
自
然
生
態
系
」「
自
然

災
害
・
沿
岸
域
」「
健
康
」「
産

業
・
経
済
活
動
」「
国
民
生
活
・

都
市
生
活
」。

　

農
業
で
は
、
気
温
の
上
昇

に
よ
り
水
稲
の
収
量
や
一
等

米
の
減
少
と
い
っ
た
影
響
が

あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
高

温
に
耐
性
の
あ
る
品
種
の
開

発
・
普
及
を
推
進
し
て
い
く

な
ど
の
適
応
策
が
示
さ
れ
て

い
る
。

番
組
連
動
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
刷
新

「
省
エ
ネ
の
達
人
」
に
学
ぶ
エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

新
卒
サ
イ
ト 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

Techno V
iew

C
om
e on N

ew
Face

を
促
す
方
針
で
あ
る
。
一
般

家
庭
を
中
心
と
す
る
小
口
需

要
家
に
も
自
由
な
料
金
設
定

で
ガ
ス
を
販
売
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ガ
ス
会
社
の
導
管

事
業
の
分
離
を
含
め
て
、
電

力
と
同
様
の
市
場
開
放
が
進

み
、
電
力
と
セ
ッ
ト
販
売
が

可
能
と
な
る
。

　

自
由
化
の
対

象
に
な
る
ガ
ス

の
利
用
者
は
一

般
家
庭
を
中
心
に
全
国
で
２

５
０
０
万
を
超
え
、
市
場
規

模
は
２
・
４
兆
円
に
の
ぼ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
ガ
ス
の

自
由
化
に
先
立
ち
、
２
０
１

６
年
か
ら
電
力
の
小
売
り
が

実
施
さ
れ
、
新
電
力
事
業
者

が
、
電
気
を
供
給
す
る
需
要

エコカレンダー
2017

　

２
０
１
６
年
２
月
、
気
象
庁
は
２
０

１
５
年
の
世
界
と
日
本
の
年
平
均
気
温

の
確
定
値
を
発
表
し
た
。

　

昨
年
の
世
界
の
平
均
気
温
は
平
年
を

０
・
42
℃
上
回
り
、
統
計
を
開
始
し
た

１
８
９
１
年
以
降
、
最
も
高
い
数
値
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
は
、
平
年

よ
り
０
・
27
℃
高
い
２
０
１
４
年
の
値

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
更
新
し
た
。
最
高

値
が
塗
り
替
え
ら
れ
た
の
は
２
年
連
続

に
な
る
。

　

月
ご
と
の
平
均
気
温
で
も
、
２
月
と

４
月
を
除
く
残
り
10
カ
月
で
統
計
開
始

以
来
の
最
高
値
と
な
っ
た
。
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
、
太
平
洋
の
北
部
と
熱
帯
域
、

イ
ン
ド
洋
な
ど
広
い
範
囲
で
顕
著
な
高

は
、
平
年
を
０
・
69
℃
上
回
っ
た
。
こ

れ
は
統
計
開
始
の
１
８
９
８
年
以
降
、

４
番
目
に
高
い
値
だ
っ
た
（
最
高
値
は

１
９
９
０
年
。
平
年
よ
り
０
・
78
℃
上

回
っ
た
）。
日
本
で
は
１
９
９
０
年
代

以
降
、
高
温
に
な
る
年
が
多
く
、
１
０

０
年
当
た
り
１
・
16
℃
の
割
合
で
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

気
象
庁
で
は
、
気
温
の
高
く
な
る
要

因
を
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る

地
球
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
、
数
年
か
ら
数
十
年
の
サ

温
が
み
ら
れ
た
。
世
界
の
平
均
気
温
は

１
０
０
年
当
た
り
０
・
71
℃
の
割
合
で

上
昇
し
て
い
て
、
１
９
９
０
年
代
の
半

ば
以
降
は
、
特
に
高
温
に
な
る
年
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
の
日
本
の
平
均
気
温

２
年
連
続
で
記
録
を
更
新

イ
ク
ル
で

繰
り
返
さ

れ
る
自
然

変
動
の
影

響
も
あ
る
と
す
る
。
特
に
２
０
１
５
年

の
世
界
の
平
均
気
温
が
高
く
な
っ
た
の

は
、
２
０
１
４
年
夏
か
ら
続
い
て
い
た

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
２
０
１
５
年
の

春
以
降
に
さ
ら
に
発
達
し
た
こ
と
が
原

因
の
一
つ
だ
と
し
た
。

環境政策最前線
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Ｅ
Ｒ
Ｉ
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平
安
末
期
か

ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
今
日
で

い
う
同
業
者
組

合
の
よ
う
な
組

織
が
あ
っ
た
。
商
人
、
手
工

業
者
、
芸
能
者
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
ご
と
に
結
成
さ
れ

た
「
座
」
で
あ
る
。

▼
座
は
、
朝
廷
や
大
寺
社
な

ど
を
「
本
所
」
と
呼
ん
で
従

属
し
、
金
品
を
提
供
し
た
。

そ
の
見
返
り
に
、
市
場
で
の

販
売
活
動
で
納
め
る
税
の
免

除
や
、
独
占
的
な
営
業
権
が

与
え
ら
れ
た
。
知
名
な
と
こ

ろ
で
は
石
清
水
八
幡
宮
・
離

宮
八
幡
宮
を
本
所
と
す
る
大

山
崎
油
座
や
鎌
倉
の
材
木
座

な
ど
が
あ
る
。
な
お
炎
の
明

か
り
で
夜
を
過
ご
し
て
い
た

当
時
、
油
は
今
の
電
気
と
同

様
の
必
需
品
だ
。
大
山
崎
油

座
は
原
料
（
荏
胡
麻
）
の
仕

入
、
製
造
、
販
売
ま
で
す
べ

て
の
独
占
権
を
得
て
い
た
。

▼
商
人
ら
は
座
を
結
成
す
る

こ
と
で
本
所
の
庇
護
を
受
け

た
。
封
建
時
代
の
治
安
が
今

よ
り
乱
れ
て
い
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
商
工
業
の
発
展
に

と
っ
て
座
の
意
義
は
大
き
な

も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。だ
が
、

時
代
は
変
わ
る
。
織
田
信
長

は
自
国
領
内
の
市
場
に
誰
で

も
自
由
に
参
加
で
き
、
座
の

特
権
も
無
効
に
す
る
楽
市
楽

座
令
を
発
し
た
。
豊
臣
秀
吉

は
そ
れ
を
全
国
に
広
げ
た
。

座
に
よ
っ
て
育
っ
て
き
た
と

も
い
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
土
壌

に
、
新
規
参
入
者
を
呼
び
込

む
政
策
だ
。
こ
れ
に
よ
り
日

本
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
大
き

く
歩
み
出
し
て
い
く
。

▼
今
ま
で
大
手
電
力
会
社
が

育
て
て
き
た
電
力
の
小
売
り

市
場
が
、
こ
の
４
月
か
ら
全

面
自
由
化
さ
れ
る
。

す
る
た
め
、
各
国
に
は
実
施

状
況
の
報
告
を
義
務
づ
け

た
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
世
界

全
体
で
の
進
捗
状
況
を
２
０

２
３
年
か
ら
５
年
ご
と
に
検

証
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト

ッ
ク
テ
イ
ク
の
仕
組
み
も
用

意
さ
れ
た
。

　

会
議
の
中
で
最
大
の
争
点

だ
っ
た
の
は
途
上
国
へ
の
資

金
支
援
。
条
文
に
記
載
さ
れ

た
内
容
は
、
先
進
国
が
過
去

の
規
模
を
上
回
る
資
金
支
援

を
、
途
上
国
に
対
し
行
う
と

い
う
も
の
。
こ
こ
に
は
具
体

ル
（
約
12
兆
円
）
を
下
限
に

新
し
い
数
値
目
標
を
設
定
す

る
」
と
記
し
、合
意
を
得
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
世
界
の
温

室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
55

％
以
上
を
占
め
る
55
カ
国
以

上
の
締
約
国
が
締
結
し
た
の

ち
30
日
後
に
発
効
す
る
。
次

回
の
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
）
は
、

２
０
１
６
年
11
月
、
モ
ロ
ッ

コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
開
催
さ

れ
る
予
定
。

的
な
拠
出
の
目
標
額
は
明
記

し
な
か
っ
た
。
だ
が
法
的
拘

束
力
の
な
い
別
文
書
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
決
定
）
に
「
２
０
２
５

年
ま
で
に
年
１
０
０
０
億
ド

分
を
２
℃
未
満
に
抑
え
る
と

い
う
も
の
。
海
面
上
昇
の
影

響
で
国
土
の
消
滅
が
危
ぶ
ま

れ
る
島
し
ょ
国
の
強
い
要
求

に
も
配
慮
し
て
１
・
５
℃
未

満
に
す
る
と
い
う
努
力
目
標

も
並
記
し
た
。そ
の
た
め
に
、

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
減
少
に
転
じ
さ
せ
る
と

明
記
。
今
世
紀
後
半
に
は
、

森
林
な
ど
に
よ
る
吸
収
と
、

人
為
起
源
に
よ
る
排
出
が
同

量
に
な
る
排
出
量
「
実
質
ゼ

ロ
」
を
達
成
す
る
こ
と
も
盛

り
込
ん
だ
。

　

取
り
組
み
の
効
果
を
検
証

　

全
員
参
加
の
枠
組
み
で
中

心
と
な
る
の
は
、
す
べ
て
の

加
盟
国
が
自
主
的
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
作

成
し
、
国
連
に
提
出
す
る
こ

と
。
各
国
は
、
明
ら
か
に
し

た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
国

内
措
置
を
と
る
。
た
だ
し
目

標
未
達
の
罰
則
は
設
け
な

い
。
５
年
ご
と
の
見
直
し
を

義
務
づ
け
し
、
更
新
し
た
目

標
は
前
回
を
超
え
る
も
の
に

す
る
。

　

個
別
の
取
り
組
み
を
積
み

上
げ
て
達
成
さ
せ
る
世
界
全

体
の
目
標
も
示
し
た
。
産
業

革
命
前
か
ら
の
気
温
の
上
昇

2016年冬季号 クロスワードパズルの答え

答えは「チョイス」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

　

２
０
１
５
年
11
月
、
世
界

気
象
機
関（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）は「
温

室
効
果
ガ
ス
年
報
」の
中
で
、

２
０
１
４
年
の
大
気
中
の
温

室
効
果
ガ
ス
濃
度
が
観
測
史

上
最
も
高
い
値
に
な
っ
た
と

報
じ
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
中
で
も

特
に
影
響
の
大
き
い
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）、
メ
タ
ン

（
Ｃ
Ｈ
４

）、
一
酸
化
二
窒

素
（
Ｎ
２

Ｏ
）
が
い
ず
れ
も

過
去
最
高
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３

９
７
・
７ｐ
ｐ
ｍ
（
産
業
革

命
以
前
の
１
４
３
％
）、
１

８
３
３ｐ
ｐ
ｂ
（
同
２
５
４

％
）、３
２
７
・
１ｐ
ｐ
ｂ（
同

１
２
１
％
）
だ
っ
た
。

　

こ
の
数
値
は
、
世
界
中
の

観
測
デ
ー
タ
を
温
室
効
果
ガ

ス
世
界
資
料
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ

Ｄ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
：
左
欄
用
語
解
説 

）
が
収
集
し
解
析
し
た

結
果
。
同
セ
ン
タ
ー
は
Ｗ
Ｍ

Ｏ
の
要
請
を
受
け
日
本
の
気

象
庁
が
運
営
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２

の
大
気
中
濃
度
が

産
業
革
命
以
前
の
１
４
３
％

に
ま
で
上
昇
し
た
主
な
原
因

は
、
化
石
燃
料
の
燃
焼
、
セ

メ
ン
ト
生
産
、
森
林
伐
採
と

そ
の
他
の
土
地
の
利
用
形
態

の
変
化
に
よ
る
。
人
間
活
動

で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
う
ち

約
56
％
は
海
洋
や
陸
上
生
物

圏
の
吸
収
に
よ
っ
て
除
去
さ

れ
て
い
る
が
、
残
り
の
約
44

％
が
最
近
10
年
間
の
増
加
量

に
相
当
す
る
と
し
て
い
る
。

　

メ
タ
ン
は
湿
地
や
シ
ロ
ア

リ
な
ど
の
自
然
起
源
の
放
出

が
約
４
割
、
残
り
約
６
割
が

牛
な
ど
の
反
芻
動
物
の
飼

育
、
稲
作
、
化
石
燃
料
採
掘

な
ど
に
よ
る
人
為
起
源
。
一

酸
化
二
窒
素
は
約
６
割
が
自

然
起
源
で
、
残
り
が
人
為
起

源
と
み
ら
れ
て
い
る
。

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス 

史
上
最
高
値

Ｃ
Ｏ
２  

産
業
革
命
以
前
か
ら
１
４
３
％
へ

計画に示された主な影響と適応策

気象庁発表 年平均気温確定値

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
４

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た
「
チ
ョ
イ
ス
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

電
力
に
続
く
ガ
ス
小
売
り
全
面
自
由
化

発行元 日本テクノ株式会社

www.n-techno.co.jp
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0120 ー 308 ー 512

キャッチコピー募集中！

日
本
政
府
初
の「
適
応
計
画
」策
定

世界の温室効果ガスの状況

ク リ ス マ ス
　 オ イ 　 イ
ガ ネ 　 モ リ
ジ 　 イ チ ョ
ョ ウ ヨ 　 ク

分野 温暖化の影響 適応策の例

農業
水稲の収量減少／一
等米の減少／ぶどうな
どの栽培適地の移動

高温耐性のある品種
の開発／標高差を利
用した新たな農地整備

水環境 水温上昇による河川や
湖沼の水質の悪化

生活排水の流入低減
／モニタリングの強化

生態系 植生分布の変化／野
生鳥獣分布の拡大

調査の強化・拡充で変
化を把握／調査結果
をもとに適応策の実施
体制を構築

自然災害 水害、土砂災害、高
潮などの増加

堤防など施設整備／
避難計画策定の推進

健康
熱中症の増加／感染
症を媒介する蚊の生
息域拡大

気象情報の提供や注
意喚起の適切な実施
／幼虫発生源対策な
ど防蚊の取り組み

経済活動 保険損害の増加／レジ
ャーへの影響

リスク管理の高度化／
宿泊施設における避難
誘導計画の作成促進

生活 インフラやライフライ
ンの被害

道路、水道、交通機
関など防災機能強化

※気象庁発表資料をもとに作成。

２
０
１
４
年
平
均
濃
度

前
年
か
ら
の
増
加
量

前
年
か
ら
の
増
加
比
率

最
近
10
年
間
の
平
均
増
加
量

（
産
業
革
命
以
前
の
濃
度
）

産
業
革
命
以
前
と
の
比
率

二
酸
化
炭
素　
　

　
　
（
Ｃ
Ｏ
２
）

　

３
９
７
・
７ 

±
0.1

１
・
９
ppm

０
・
４
８ 

％

２
・
０
６ 

ppm
／
年

１
４
３
％
（
約
２
７
８
ppm
）

メ
タ
ン　
　
　

　
　
（
Ｃ
Ｈ
４
）

１
８
３
３ 

±
１ 

ppb

９
ppb

０
・
４
９
％

４
・
７
ppb
／
年

２
５
４
％
（
約
７
２
２
ppb
）

一
酸
化
二
窒
素 　

　
　
　
（
Ｎ
２
Ｏ
）

　

３
２
７
・
１ 

±
0.1

１
・
１
ppb

０
・
３
４
％

０
・
８
７
ppb
／
年

１
２
１
％
（
約
２
７
０
ppb
）

ppm

ppb

全
加
盟
国
参
加「
パ
リ
協
定
」採
択

▼
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）

　

１
９
９
２
年
の
国
連
環
境

開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ

ト
）
で
採
択
さ
れ
た
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
に
参
加
す
る

国
・
地
域
が
、
地
球
温
暖
化

問
題
へ
の
対
応
な
ど
を
話
し

合
う
会
議
。
条
約
の
最
高
意

思
決
定
機
関
。
条
約
に
基
づ

き
、
１
９
９
５
年
の
第
１
回

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
、
ベ
ル
リ

ン
）
以
降
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

１
９
９
７
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３

開
催
地
は
京
都
。
こ
の
と
き

先
進
国
に
具
体
的
な
削
減
目

標
を
課
し
た「
京
都
議
定
書
」

今
世
紀
後
半
、排
出
量「
実
質
ゼ
ロ
」へ

　

２
０
１
５
年
12
月
、
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
は
、「
パ
リ
協
定
」
を

採
択
し
た
。
京
都
議
定
書
に
代
わ
る
２
０
２
０
年
以
降
の
地
球
温
暖
化
問
題
に
取
り
組
む
た

め
の
仕
組
み
。
対
策
の
義
務
を
負
う
対
象
国
は
、
条
約
に
加
盟
す
る
１
９
６
の
国
や
地
域
す

べ
て
。
全
員
参
加
の
国
際
的
ル
ー
ル
が
初
め
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

「パリ協定」の主な内容

が
採
択
さ
れ
た
。
だ
が
途
上

国
に
は
削
減
目
標
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
離
脱
も
加

わ
り
、
今
回
の
パ
リ
協
定
の

よ
う
な
「
全
員
参
加
」
で
は

な
か
っ
た
。

●  この協定は法的拘束力を持つ。

●  産業革命前からの気温の上昇分を2℃未満
に抑える。できれば1.5℃未満になるように
努力する。

●  増加している世界の温室効果ガス排出量を、
できるだけ早い時期に減少に転じさせる。今
世紀後半には、排出量を実質ゼロ（排出と森
林などの吸収源による除去の均衡）にする。

●  すべての加盟国が温室効果ガス排出削減目
標を作成し、国連に提出する。目標達成のた
めの国内措置をとり、目標は5年ごとに見直
す。見直した目標は前回を超えるものにする。

●  世界全体での削減活動の進捗状況を5年ご
とに検証（グローバル・ストックテイク）する。
最初の進捗確認は2023年に行う。

●  先進国は途上国に対し、温暖化対策のための
資金援助を行う。支援は過去の規模を上回
るものにする。（法的拘束力がない別文書で
2025年までに年1000億ドルを下限に新
しい数値目標を設定するとした）

●  この協定は、世界の温室効果ガス総排出量
の55％以上を占める55カ国以上の国が批
准したのち30日後に発効する。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
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日
本
の
電
力
業
界
は
２
０
３
０

年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
販
売

電
力
量
１
㌔
㍗
時
当
た
り
０
・

37
㌔
㌘
（
２
０
１
３
年
度
比
35

％
減
）
に
抑
え
る
自
主
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
目
標
達
成
に
は

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
最
適

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と

考
え
る
。
世
論
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、再
エ
ネ
）

へ
の
期
待
と
原
子
力
発
電
へ
の

嫌
悪
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
も
冷
静
な
判
断

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
再
エ

ネ
の
増
大
に
よ
る
コ
ス
ト
増
を

こ
の
ま
ま
全
需
要
家
で
負
担
し

続
け
れ
ば
、
国
内
産
業
の
国
際

競
争
力
低
下
は
免
れ
な
い
。

　
　
　

　
　
　
　

　

全
需
要
家
の
負
担
と
は
、
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
に
よ
る
も
の
だ
。
現
在
、

国
内
に
あ
る
多
く
の
再
エ
ネ
設

備
は
、
需
要
家
の
使
用
量
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
る
「
賦
課
金
」

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
再
エ
ネ
の

普
及
拡
大
を
も
た
ら
し

た
が
、
中
で
も
最
大
の

比
率
を
占
め
る
の
は
太

陽
光
発
電
で
あ
る
。
太

陽
光
は
設
置
が
容
易
で

か
つ
高
額
な
買
い
取
り

価
格
が
設
定
さ
れ
て
い

た
。
事
業
と
し
て
の
発

電
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る

な
ら
最
も
投
資
効
率
が

高
い
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
当
初
、

太
陽
光
の
買
い
取
り
価

格
は
40
円
だ
っ
た
。

　

太
陽
光
で
発
電
し
て

い
る
企
業
は
40
円
の
全

額
を
受
け
取
り
、
投
資

回
収
に
ま
わ
す
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
で
は
こ
の
価
格

は
見
直
さ
れ
、
27
円
に
ま
で
下

が
っ
て
い
る
が
、
ス
タ
ー
ト
時

に
認
定
を
受
け
た
設
備
の
多
く

は
、
投
資
運
用
の
効
果
に
満
足

し
て
い
る
よ
う
だ
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

目
的
が
、
他
の
発
電
方
法
に
比

べ
て
コ
ス
ト
の
高
い
再
エ
ネ
の

普
及
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
見
過
ご
し
て

は
な
ら
な
い
の
は
、「
賦

課
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て

い
る
」
こ
と
だ
。
電
気
料

金
に
加
算
し
て
支
払
わ
れ

る
賦
課
金
。
こ
れ
は
つ
ま

り
、
電
気
料
金
を
支
払
う

国
民
の
す
べ
て
が
再
エ
ネ

を
支
え
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
特
定
の
事
業
者
が
何

ら
か
の
経
営
努
力
に
よ
っ

て
コ
ス
ト
の
高
い
再
エ
ネ

の
発
電
を
採
算
ベ
ー
ス
に

の
せ
て
い
る
と
理
解
し
て

は
誤
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

　
　
　
　

　

こ
の
４
月
か
ら
電
力
の

小
売
り
が
全
面
自
由
化
さ

れ
、
す
べ
て
の
需
要
家
が

電
力
会
社
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に

電
力
小
売
り
市
場
に
参
入
す
る

事
業
者
も
数
多
く
誕
生
し
た
。

　

国
は
こ
う
し
た
電
力
小
売
り

の
各
社
に
対
し
、
電
源
構
成
の

開
示
を
促
し
て
い
る
。
需
要
家

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
に
よ
り
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２
０
１
５
年
12
月
、
環
境
省

は
２
０
１
３
年
度
の
産
業
廃
棄

物
の
排
出
量
と
そ
の
処
理
状
況

に
つ
い
て
調
査
結
果
を
ま
と
め

公
表
し
た
。
都
道
府
県
か
ら
報

告
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
集

計
し
た
も
の
。

　

全
国
の
産
業
廃
棄
物
総
排
出

量
は
、
前
年
度
よ
り
約
６
０
０

万
㌧
（
約
１
・
５
％
）
増
え
て
、

約
３
億
８
４
７
０
万
㌧
だ
っ

た
。
た
だ
し
、
中
間
処
理
を
経

て
減
量
化
さ
れ
た
ぶ
ん
が
増
加

し
た
た
め
、
埋
め
立
て
な
ど
に

ま
わ
る
最
終
処
分
量
は
、
前
年

度
よ
り
も
約
１
３
８
万
㌧
（
約

11
％
）
少
な
い
約
１
１
７
２
万

㌧
に
な
っ
た
。

　

業
種
別
排
出
量
の
１
位
は
、

「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水

道
業
」（
25
・
５
％
）
で
、
以

占
め
て
い
る
。

　

種
類
別
排
出
量
は
、「
汚
泥
」

が
全
体
の
42
・
７
％
を
占
め

１
位
と
な
り
「
動
物
の
ふ
ん

尿
」（
21
・
５
％
）「
が
れ
き
類
」

（
16
・
４
％
）
と
続
い
た
。
こ

の
３
品
目
で
全
体
の
８
割
以
上

に
な
っ
た
。

　

排
出
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の

処
理
は
、
直
接
再
生
利
用
さ
れ

る
も
の
（
２
０
１
３
年
度
は
20

％
）、
中
間
処
理
さ
れ
る
も
の

　

国
連
の
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
）
に
て
「
パ
リ
協
定
」
が

採
択
さ
れ
た
。
全
世
界
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
レ
ベ
ル
で

の
地
球
温
暖
化
防
止
策
に
取
り

組
む
。
各
国
が
国
情
に
合
わ
せ

て
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
策
と
抑

制
目
標
を
策
定
し
、
実
行
し
て

い
く
。
地
球
規
模
で
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
る

昨
今
、
こ
の
合
意
が
確
実
な
成

果
を
生
ん
で
い
く
こ
と
に
期
待

し
た
い
。

　

国
際
的
な
動
き
に
先
駆
け
、

（
同
78
％
）、
直
接
最
終
処
分
さ

れ
る
も
の
（
同
２
％
）
の
３
つ

の
工
程
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う

ち
、
破
砕
や
焼
却
、
脱
水
と
い

っ
た
中
間
処
理
に
ま
わ
っ
た
も

の
は
減
量
化
さ
れ
、
残
っ
た
も

の
（
残
渣
）
が
、
最
終
処
分
と

再
生
利
用
に
分
か
れ
る
。
そ
う

し
た
処
理
フ
ロ
ー
に
よ
っ
て
最

終
的
に
集
計
さ
れ
た
２
０
１
３

年
度
の
再
生
利
用
量
は
全
体
の

53
・
４
％
に
あ
た
る
約
２
億
５

４
２
万
㌧
。
減
量
化
量
は
43
・

６
％
の
約
１
億
６
７
５
６
万
㌧

だ
っ
た
。

下
「
農
業
・
林
業
」（
21
・
６
％
）

「
建
設
業
」（
20
・
９
％
）「
鉄

鋼
業
」（
８
・
０
％
）「
パ
ル
プ
・

紙
・
紙
加
工
品
製
造
業
」（
７
・

９
％
）
の
順
。
こ
の
上
位
５
業

種
で
総
排
出
量
の
８
割
以
上
を

正
に
処
分
す
る
。

　

基
本
原
則
に
の
っ
と
り
活
動
を

行
う
国
、
自
治
体
、
事
業
者
、
国

民
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
明
示
し

た
。
特
に
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

開
発
段
階
か
ら
資
源
利
用
の
抑
制

を
図
っ
た
り
、
製
品
の
使
用
時
や

廃
棄
さ
れ
た
後
ま
で
一
定
の
責
任

産
廃
排
出
量
約
６
０
０
万
㌧
増

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
ス
タ
ー
ト

電
力
会
社
、
料
金
メ
ニ
ュ
ー 

選
択
可
能
に

海
の
プ
ラ
ご
み
魚
の
量
を
超
え
る
予
測

　

２
０
１
６
年
１
月
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
１
面
用
語
解
説 

）
は
、
こ
の
ま
ま
何
も
対
策

を
と
ら
な
け
れ
ば
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
、
海
に
浮
か
ぶ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
が
、
重
量
換
算
で
魚
の

量
を
超
え
る
と
の
予
測
を
発
表
し

た
。
１
８
０
人
以
上
の
専
門
家
へ

の
聞
き
取
り
と
２
０
０
本
以
上
の

論
文
を
分
析
し
作
成
し
た
報
告
書

の
中
で
示
し
た
。

　

世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産

量
は
過
去
50
年
で
20
倍
以
上
に
急

増
し
、
今
後
20
年
で
さ
ら
に
倍
増

す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
少
な
く
と
も
毎
年
８
０
０
万
㌧

が
海
洋
に
流
出
。
１
分
間
に
ト
ラ

ッ
ク
１
台
分
を
投
棄
し
て
い
る
計

算
だ
。
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
２

０
２
５
年
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
量
は
魚
３
㌧
に
つ
き
１
㌧

の
比
率
に
な
り
、
２
０
５
０
年
に

は
魚
の
量
を
上
回
る
。
報
告
書
は

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
な
ど
の
対
策
が

急
務
だ
と
警
告
し
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
３
％
減

　

２
０
１
５
年
11
月
、
環
境
省
は

２
０
１
４
年
度
の
国
内
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
（
速
報
値
）
を
発

表
し
た
。
総
排
出
量
は
前
年
に
比

べ
て
３
・
０
％
（
４
３
０
０
万
㌧
）

少
な
い
13
億
６
５
０
０
万
㌧
だ
っ

た
。
２
０
０
５
年
度
比
で
は
２
・

２
％
（
３
１
０
０
万
㌧
）
減
、
１

９
９
０
年
度
比
で
は
７
・
５
％（
９

５
０
０
万
㌧
）
増
に
な
る
。

　

排
出
量
が
前
年
度
比
で
減
少
し

た
の
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
が
あ
っ
た
２
０
０
９
年
度
以

来
５
年
ぶ
り
。
省
エ
ネ
が
浸
透
し

電
力
消
費
量
が
減
少
し
た
こ
と

や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
拡
大
で
電
力
分
野
の
排
出
量
が

減
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
。

　

環
境
省
で
は
こ
の
４
月
に
正
確

な
排
出
量
を
集
計
し
た「
確
報
値
」

を
発
表
す
る
予
定
。
そ
こ
で
は
森

林
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量

も
公
開
さ
れ
る
。

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
建
物
に
道
筋

　

２
０
１
５
年
12
月
、
経
済
産
業

省
は
、
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
略
称
：
Ｚ
Ｅ
、
太
陽
光
発

電
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
）が
実
現
で
き
る
ビ
ル（
Ｚ

Ｅ
Ｂ
）
と
住
宅
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）
に
関

し
て
、
そ
の
普
及
の
道
筋
と
な
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ま
と
め
公
表
し

た
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
そ
れ
ぞ

れ
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
報
告

書
を
作
成
し
た
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
に
新
築
の
建

物
の
半
数
（
平
均
）
で
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
を
目

指
す
な
ど
と
す
る
政
策
目
標
に
合

わ
せ
た
施
策
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
示
さ
れ
た
。

生
態
系
へ
の
被
害
を
未
然
防
止 

特
定
外
来
生
物
、国
内
初
の
根
絶

　

２
０
１
５
年
12
月
、
環
境
省
は
、
国
内
に
定
着
し

て
い
た
特
定
外
来
生
物
の
カ
ナ
ダ
ガ
ン
の
根
絶
を
完

了
し
た
と
発
表
し
た
。
人
間
に
よ
っ
て
本
来
の
生
息

地
と
は
異
な
る
場
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
生
物
の

う
ち
生
態
系
や
人
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

は
、
法
律
に
よ
っ
て
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
国
内
に
定
着
し
た
特
定
外
来
生
物

が
根
絶
し
た
例
は
な
く
、
今
回
の
カ
ナ
ダ
ガ
ン
が
最

初
の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

カ
ナ
ダ
ガ
ン
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
カ
モ
目
カ

モ
科
に
属
す
る
大
型
の
鳥
。
過
去
に
は
、
狩
猟
用
や

ペ
ッ
ト
に
す
る
目
的
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
持
ち
込
ま
れ
、
個
体
数
が
爆
発
的
に
増
加

し
た
経
緯
も
あ
る
。
日
本
で
は
観
賞
用
に
導
入
さ
れ

た
カ
ナ
ダ
ガ
ン
が
野
外
で
生
息
す
る
よ
う
に
な
り
、

在
来
種
と
の
異
種
間
交
雑
も
確
認
さ
れ
て
い
た
。

　

防
除
活
動
は
成
鳥
の
捕
獲
な
ど
の
方
法
で
行
わ
れ

た
。
捕
獲
個
体
は
動
物
園
な
ど
で
飼
育
さ
れ
る
。
今

後
も
新
た
な
定
着
を
防
ぐ
た
め
特
定
外
来
生
物
の
指

定
は
継
続
さ
れ
る
。

を
負
う
「
拡
大
生
産
者
責
任
」
の

原
則
を
確
立
さ
せ
て
い
る
。

　

全
３
章
の
条
文
の
う
ち
第
２
章

は
す
べ
て
「
循
環
型
社
会
形
成
推

進
基
本
計
画
」に
つ
い
て
の
内
容
。

政
府
に
対
し
、
循
環
型
社
会
を
総

合
的
・
計
画
的
に
つ
く
っ
て
い
く

た
め
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
基
本
計
画
の
原

案
は
、
中
央
環
境
審
議
会
の
意
見

を
も
と
に
環
境
大
臣
が
つ
く
り
、

閣
議
決
定
を
経
て
、
国
会
に
報
告

す
る
。
計
画
は
概
ね
５
年
ご
と
に

見
直
す
よ
う
定
め
て
い
る
。

　

基
本
計
画
は
こ
れ
ま
で
２
０
０

３
年
３
月
に
第
１
次
計
画
、
２
０

０
８
年
３
月
に
第
２
次
計
画
、
２

０
１
３
年
５
月
に
第
３
次
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
現
行
の
第
３
次
計

画
で
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
優

先
順
位
が
高
く
比
較
的
遅
れ
て
い

る
２
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
）
の
取
り
組
み
強
化
」
と
い
っ

た
政
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。　

埋め立てなど最終処分量は約 11％減
環境省 2013年度調査結果

原
理
導
入
に
よ
る
電
気
料
金

抑
制
の
声
な
ど
を
背
景
に
２

０
０
０
年
３
月
か
ら
部
分
的

に
自
由
化
さ
れ
て
い
た
電
力

の
小
売
り
市
場
が
す
べ
て
開

放
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
家
庭
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
自
由

化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
規

制
部
門
」
で
は
、
各
地
域
の

大
手
電
力
会
社
が
独
占
的
に

電
力
の
小
売
り
を
行
っ
て
い

た
。
規
制
部
門
で
は
新
た
な

事
業
者
は
参
入
で
き
ず
、
消

費
者
が
電
力
を
買
う
の
は
管

轄
の
大
手
電
力
会
社
か
ら
だ

け
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

規
制
の
枠
を
取
り
払
っ
た
の

自
由
化
さ
れ
た
。
各
分
野
で

の
規
制
緩
和
の
動
き
や
競
争

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
か

ら
、
電
力
の
小
売
り
が
全
面

が
今
回
の
全
面
自
由
化
だ
。

　

一
般
家
庭
向
け
な
ど
の
規

制
部
門
に
も
事
業
者
の
新
規

参
入
が
許
さ
れ
、
政
府
の
登

録
を
受
け
る
こ
と
で
電
力
の

小
売
り
が
可
能
に
な
っ
た
。

消
費
者
は
、
ど
の
会
社
か
ら

ど
の
よ
う
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー

で
電
力
を
購
入
す
る
の
か
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

電
力
の
供
給
シ
ス
テ
ム
は

大
ま
か
に「
発
電
」「
送
配
電
」

「
小
売
り
」
の
３
つ
に
分
類

さ
れ
る
。
今
回
の
自
由
化
は

こ
の
う
ち
「
小
売
り
」
の
分

野
。「
発
電
」
に
つ
い
て
は

す
で
に
原
則
参
入
自
由
に
な

っ
て
い
る
。
だ
が
送
電
線
や

配
電
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

管
理
す
る
「
送
配
電
」
の
部

門
は
、
全
体
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
し
、
停
電
を
防
ぐ

な
ど
電
力
の
安
定
供
給
を
担

う
中
軸
と
な
る
た
め
、
自
由

化
は
せ
ず
、
政
府
が
許
可
し

た
地
域
の
大
手
電
力
会
社
が

引
き
続
き
担
当
す
る
。
そ
の

た
め
、
ど
の
小
売
事
業
者
か

ら
電
力
を
購
入
し
て
も
、
今

ま
で
と
同
じ
送
配
電
網
を
使

う
の
で
、
電
気
の
品
質
や
信

頼
性
は
変
わ
ら
な
い
。

電
力
会
社
を
選
べ
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
開
示
さ

れ
た
電
源
構
成
を
見
る
と
き
、

構
成
要
素
内
に
あ
る
再
エ
ネ
に

は
前
述
の
と
お
り
含
み
が
あ
る

こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

再
エ
ネ
普
及
へ
の
協
力
は
一
国

民
と
し
て
す
で
に
行
っ
て
い
る

の
だ
。
電
力
会
社
を
選
択
す
る

需
要
家
に
は
、
そ
う
し
た
認
識

を
持
っ
た
う
え
で
、
価
格
、
環

境
価
値
、
事
業
や
生
活
ス
タ
イ

ル
な
ど
を
考
慮
し
た
判
断
が
望

ま
れ
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
源
構
成
に

も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
再
エ
ネ
は
含

ま
れ
る
。
だ
が
主
力
は
自
社
の

天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
だ
。

そ
こ
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
ら
な
い
水

力
発
電
や
他
社
の
余
剰
電
力
を

加
え
、
構
成
し
て
い
る
。
安
定

供
給
と
環
境
負
荷
低
減
を
目
指

し
た
体
制
で
あ
る
。こ
れ
が「
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
電
源
構
成

だ
」
と
多
く
の
需
要
家
に
判
断

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

も
使
う
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）。

リ
ユ
ー
ス
で
き
な
い
も
の
は
、
古

紙
の
よ
う
に
資
源
と
し
て
利
用
す

る
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）。

リ
ユ
ー
ス
も
リ
サ
イ
ク
ル
も
で
き

な
い
と
き
は
、
燃
や
し
た
熱
を
利

用
す
る
な
ど
で
「
熱
回
収
」
す
る
。

い
ず
れ
も
で
き
な
い
と
き
に
は
適

と
呼
び
、
そ
の
う
ち
有
価
・
無
価

を
問
わ
ず
有
用
な
も
の
を
「
循
環

資
源
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

基
本
原
則
を
定
め
る
条
文
で

は
、
処
理
の
優
先
順
位
を
初
め
て

法
定
化
し
た
。
最
優
先
す
る
の
は

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）。
次
は
、
で
き
る
だ
け
何
度

　

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法

は
２
０
０
０
年
６
月
に
公
布
さ
れ

翌
年
施
行
さ
れ
た
法
律
。
環
境
基

本
法
の
下
位
法
に
あ
た
る
。
循
環

型
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
、各
主
体
（
国
、

自
治
体
、
事
業
者
、
国
民
）
の
果

た
す
べ
き
役
割
（
責
務
）、
国
が

基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
な
ど

を
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
で
は
、「
循
環
型
社

会
」
を
「
天
然
資
源
の
消
費
を
抑

制
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す

る
社
会
」
と
定
義
。
そ
の
方
法
と

し
て
、「
廃
棄
物
の
発
生
を
で
き

る
だ
け
抑
え
、
使
用
済
み
の
も
の

も
再
使
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
循
環

的
に
利
用
し
、
そ
れ
で
も
廃
棄
さ

れ
る
も
の
は
適
正
な
処
分
を
す

る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
処

分
さ
れ
る
も
の
と
循
環
利
用
さ
れ

る
も
の
を
合
わ
せ
て「
廃
棄
物
等
」

電源構成の判断に
認識しておくべき

買い取り制度の仕組み

　

１
９
５
０
年
代
か
ら
続

い
た
ご
み
の
急
増
に
対

し
、
東
京
都
は
焼
却
処
理

を
行
う
清
掃
工
場
の
整
備

に
取
り
組
ん
だ
。
23
区
の

そ
れ
ぞ
れ
に
工
場
を
建
設

し
、目
標
は「
全
量
焼
却
」。

だ
が
、
ご
み
は
予
想
以
上

に
増
え
続
け
、
目
標
達
成

は
危
ぶ
ま
れ
る
。

　

皮
肉
に
も
こ
の
状
況
を

助
け
た
の
が
バ
ブ
ル
崩
壊

だ
っ
た
。
経
済
活
動
は
低

迷
し
、
ご
み
は
急
減
。
そ

れ
に
よ
り
全
量
焼
却
は
達

成
さ
れ
る
が
、
話
は
こ
こ

で
終
わ
ら
な
い
。
急
速
に

ご
み
が
減
り
、
清
掃
工
場

を
維
持
す
る
た
め
の
量
が

集
ま
ら
な
い
と
い
う
懸
念

廃棄物処理の今 ごみはどこへ行くのか

（岩波書店　800円＋税）

Environmental Information

ルポ にっぽんのごみ
杉本裕明 著

資源消費を抑え環境を守る基本原則
リデュース・リユース・リサイクル…優先順位を法定化

　容器包装、家電、食品、建
設、自動車、小型家電──日
本にはそれぞれの分野を規制
するリサイクルのための法律
が個別にある。ほかにも廃棄
物処理法や資源有効利用促進
法なども同じカテゴリーの法
律だ。今回はこれらを束ねる
基本法を解説する。

ポイント解説

環境の法律

第3回

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法

循環型社会形成推進基本法の概要

電力小売り自由化の流れ

が
生
じ
た
か
ら
だ
│
│
そ

ん
な
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
ご
み
処
理
の
実
情
を
教

え
て
く
れ
る
の
が
本
書
。

　

著
者
は
朝
日
新
聞
の
元

記
者
で
環
境
問
題
全
般
を

取
材
し
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
。
本
書
で
も
廃
棄

物
処
理
場
や
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
海

外
へ
の
輸
出
先
な
ど
関
係

各
所
に
足
を
運
び
、
生
の

声
を
伝
え
て
い
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
が
廃

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
確
保
の
た

め
に
さ
ら
さ
れ
る
激
し
い

価
格
競
争
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
焼
却
し
て
発
電
す
る

ほ
う
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
節
約
で
き
る
と
指
摘

す
る
研
究
者
の
声
、
生
ご

み
の
発
酵
で
バ
イ
オ
ガ
ス

を
得
て
発
電
に
利
用
す
る

取
り
組
み
な
ど
、
現
在
の

ご
み
事
情
か
ら
予
想
さ
れ

る
将
来
の
姿
ま
で
、
八
方

に
広
が
る「
ご
み
の
行
方
」

を
明
か
し
て
い
る
。

eco topicseco topics

循環型社会をつくるための基本原則を定め、
各主体の役割を明確にするなどして、健康で
文化的な国民生活の確保に寄与する

循環型社会…… 廃棄物等の発生を抑制し、発
生時には循環利用に努め、廃
棄時には適正処分することで、
天然資源の消費を抑制し、環
境負荷を低減する社会

循 環 資 源…… 廃棄物等のうち有用なものを
いう（有価・無価は問わない）

● 自主的・積極的な行動で、持続的に発展で
きるような循環型社会を形成していく
● 取り組みの優先順位は、①発生抑制（リデ
ュース）②再使用（リユース）③再生利用（リ
サイクル）④熱回収 ⑤適正処分とする

　国　…… 循環型社会の形成に関する基本
的・総合的な施策の策定と実施

自治体…… 循環資源の適正な利用と処分、地
域に応じた施策の策定と実施

事業者…… 循環資源を自らの責任で適正に処
理する（排出者責任）、生産者は
製品が廃棄物となった後も一定の
責任を負う（拡大生産者責任）

国　民…… 製品の長期間使用、再生品の利用、
分別収集などに協力する

廃棄物等の発生抑制／循環利用と適正処分／
再生品使用の促進／製品などの事前評価／公
害物質の規制／発生抑制の経済的措置／公共
施設の整備／自治体・民間団体の活動に対す
る国の協力／教育・学習環境の整備／循環型
社会の形成に関する調査の実施／科学技術の
振興／国際協調体制の整備

政府は、循環型社会の形成に関する基本的な
計画を策定する

定義

基本原則

役割
（責務）

基本計画

基本的
施策

目的

2000.3

2004.4

2005.4

契約 kW
電圧V

2000 500 50

20000 6000 100～200

大規模工場など 中規模工
場／スー
パーなど

小規模工場
など 家庭／コンビニなど

全 面 自 由 化

（26％）

（40％）

（62％）

（100％）2016.4

自由化の範囲

※経済産業省「電力の小売全面自由化の概要」をもとに作成

（電力量の割合をもとにした自由化部門のシェアの推移）

http://www.nt-e.jp/
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を
強
化
し
た
。
環
境
活
動
も
重
要
な
品
質

保
証
の
一
部
と
考
え
、
持
続
可
能
な
社
会

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
８
年
に
、

独
自
の
商
品
規
格
「
エ
コ
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

マ
ー
ク
」
制
度
を
発
足
。
自
社
商
品
に
対

し
、
厳
し
い
環
境
基
準
を
設
け
、「
環
境

負
荷
低
減
」
と
「
商
品
価
値
向
上
」
の
両

面
か
ら
商
品
設
計
を
見
直
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
主
力
商
品
の
ベ
ビ
ー
用
紙

お
む
つ
は
、20
年
前
の
モ
デ
ル
と
比
較
し
、

厚
さ
を
約
60
％
削
減
。
約
３
年
の
育
児
期

間
で
ご
み
量
約
27
％
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
約

38
％
の
削
減
に
つ
な
げ
た
。
環
境
目
標
の

中
に
も
環
境
配
慮
型
商
品
比
率
を
設
定

し
、
全
商
品
に
占
め
る
割
合
は
67
％
（
２

０
１
４
年
度
時
点
）
に
達
し
て
い
る
。

　

製
造
現
場
で
は
紙
お
む
つ
な
ど
の
素
材

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
世
界

中
の
人
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
負
担
か

ら
解
放
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
、
心
と
体
を
や
さ
し
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

商
品
│
│
そ
れ
を
提
供
す
る
の
が
ユ
ニ
・

チ
ャ
ー
ム 

株
式
会
社
だ
。
提
供
す
る
商

品
は
現
代
社
会
に
お
い
て
、
衛
生
的
で
健

や
か
な
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

消
費
財
で
あ
る
一
方
、
そ
の
多
く
は
使
用

期
間
が
短
く
、
廃
棄
物
処
理
や
地
球
環
境

問
題
と
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
そ
の
責
任
の
大
き
さ
を
認
識

し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
定
義

を
先
駆
け
て
明
確
化
。２
０
０
３
年
４
月
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
を
創
設
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
体
制

を
裁
断
す
る
際
に
発
生
す
る
廃
棄
ロ
ス
を

極
限
ま
で
減
ら
し
、
時
間
内
に
い
か
に
多

く
の
生
産
が
で
き
る
か
を
突
き
詰
め
る
な

ど
、
生
産
効
率
の
向
上
や
設
備
の
研
究
開

発
に
余
念
が
な
い
。

　

ま
た
、
前
年
原
単
位
比
Ｃ
Ｏ
２

削
減
率

１
％
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
省

エ
ネ
会
議
を
年
６
回
開
催
。
各
工
場
の
省

エ
ネ
担
当
者
が
集
ま
り
、
事
例
紹
介
や
討

議
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
ま
わ
す
仕
組
み
だ
。

　

近
い
将
来
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
新

た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

も
始
ま
っ

た
。
使
用

済
み
大
人
用
紙
お
む
つ
の
再
利
用
の
試
み

だ
。
そ
の
生
産
量
は
２
０
１
４
年
現
在
で

重
さ
30
万
ト
ン
、
50
億
枚
に
の
ぼ
る
。
こ

の
10
年
間
で
１
・
６
倍
に
伸
長
し
て
お
り
、

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
現
在
、
製

品
の
使
用
後
は
、
ほ
と
ん
ど
が
焼
却
処
理

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

問
題
は
排
泄
物
に
含
ま
れ
る
菌
。
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
に
は
絶
対
に
菌
を
残
し
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
同
社
は
新
た
な

オ
ゾ
ン
処
理
方
法
を
開
発
し
、
菌
の
検
出

ゼ
ロ
を
達
成
し
た
。
再
利
用
の
場
合
、
既

存
の
処
理
方
法
に
比
べ
30
％
以
上
Ｃ
Ｏ
２

が
削
減
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
実
用

は
ま
だ
先
だ
が
、
こ
う
し
た
将
来
に
向
け

た
取
り
組
み
に
も
力
を
ゆ
る
め
な
い
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
先
端
企
業
を
目
指
す
ユ
ニ
・
チ

ャ
ー
ム
の
懸
命
な
活
動
は
、
今
日
も
続
け

ら
れ
て
い
る
。

環境配慮は品質の重要な一部
「
エ
コ
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
マ
ー
ク
」

微
生
物
か
ら
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

 

発
電
量
は
10
倍
超

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に

あ
る
山
や
川
と
い
っ
た
自

然
環
境
の
中
に
は
、
未
知

の
力
を
持
つ
微
生
物
が
無

数
に
存
在
す
る
。
生
命
科

学
部
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
工

学
研
究
室
で
は
、
そ
う
し

た
微
生
物
、
特
に
人
間
社

会
に
役
立
つ
微
生
物
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
全
国
各
地
で
見
ら
れ
る

田
植
え
。
田
ん
ぼ
の
土
の

中
に
は
、
電
気
を
つ
く
り

出
す
〝
発
電
菌
〞
と
呼
ば

れ
る
微
生
物
が
生
息
し
て

い
る
。
同
研
究
室
で
は
７

年
ほ
ど
前
か
ら
こ
の
発
電

菌
を
使
っ
た
「
田
ん
ぼ
発

電
」
の
研
究
を
続
け
て
き

た
。
田
ん
ぼ
の
土
の
中
に

マ
イ
ナ
ス
の
電
極
、
水
を

張
っ
て
い
る
部
分
に
プ
ラ

ス
の
電
極
を
設
置
し
て
こ

れ
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
電
気

を
流
す
。
稲
の
成
長
過
程

で
は
、
光
合
成
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
有
機
物
が
根

を
通
し
て
土
の
中
へ
出
て

く
る
。
こ
の
有
機
物
を
発

電
菌
が
吸
収
・
分
解
し
て

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え

る
。
発
電
菌
は
自
身
が
必

環境活動を推進する企業の物語

第14話　ユニ・チャーム 株式会社

　

東
京
都
八
王
子
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
東
京
薬
科
大
学
の
創
立
は
１
８
８
０
年
。
日
本
で

最
初
の
私
立
薬
学
教
育
機
関
だ
。
薬
学
部
と
生
命
科
学
部
を
開
設
し
、
敷
地
内
に
は
薬
学
研
究

を
目
的
と
す
る
４
万
１
０
０
０
平
方
㍍
の
広
さ
の
薬
用
植
物
園
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

度
の
田
植
え
の
時
期
か
ら

８
月
ま
で
の
水
を
張
っ
て

い
る
期
間
し
か
進
め
ら
れ

な
い
の
で
、
他
の
研
究
に

比
べ
た
ら
歩
み
は
遅
い
。

け
れ
ど
も
、
発
電
量
は
研

究
当
初
の
10
倍
超
で
す
」

と
そ
の
成
果
を
話
す
。

　

発
電
量
は
ま
だ
微
量
だ

が
、
有
機
物
を
効
率
良
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
で
き

る
よ
う
、
電
極
を
稲
の
根

元
に
設
置
し
、
電
極
の
素

材
自
体
も
根
が
貫
通
し
や

す
く
な
る
フ
ェ
ル
ト
素
材

に
す
る
な
ど
工
夫
を
重
ね

て
き
た
。
結
果
、
発
電
量

は
約
１
４
０
ｍ
Ｗ
／
平
方

㍍
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
聞
け
る
程
度
の
数
値

を
計
測
し
た
。

 

発
電
菌
で
排
水
処
理

　

田
ん
ぼ
発
電
以
外
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
発

電
菌
を
活
用
し
た
排
水
処

理
技
術
。
家
庭
や
工
場
か

ら
排
出
さ
れ
る
下
水
の
処

理
方
法
と
し
て
、
現
在
は

電
気
を
使
っ
て
酸
素
を
送

り
、
水
中
の
有
機
物
を
分

解
・
浄
化
す
る
方
法
が
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

家
庭
で
利
用
さ
れ
る
生

活
用
水
の
量
は
一
人
一
日

当
た
り
約
２
９
０
㍑
。
排

水
処
理
に
必
要
な
電
力
量

は
年
間
約
70
億
㌔
㍗
時
、

日
本
の
総
電
力
使
用
量
の

約
０
・
７
％
を
占
め
る
。

こ
こ
に
発
電
菌
を
利
用
す

る
と
、
有
機
物
の
分
解
に

酸
素
が
不
要
な
た
め
、
電

気
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
に

処
理
が
で
き
る
。
さ
ら
に

有
機
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

発
電
ま
で
も
賄
え
る
。

　

こ
の
技
術
は
す
で
に
研

究
室
で
の
実
験
を
経
て
実

用
化
に
向
け
た
段
階
へ
と

進
ん
で
い
る
。「
災
害
な

ど
で
電
気
の
供
給
が
止
ま

っ
た
地
域
ま
た
は
電
気
が

十
分
に
供
給
さ
れ
な
い
発

展
途
上
国
な
ど
で
も
微
生

物
研
究
は
活
用
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
渡
邉
さ

ん
。
私
た
ち
は
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
大
量
の

電
気
を
使
用
し
て
い
る
。

微
生
物
の
能
力
が
「
地
球

に
や
さ
し
い
21
世
紀
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
世

の
中
に
出
て
、
役
立
っ
て

い
け
ば
う
れ
し
い
と
渡
邉

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

題
の
深
刻
さ
を
俯
瞰
す
る
。

　

次
の
ゾ
ー
ン
は
い
く
つ
か
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
日
常
生
活
が
環

境
問
題
に
直
結
す
る
こ
と
を
、

楽
し
み
な
が
ら
教
え
て
く
れ
る

展
示
物
だ
。
例
え
ば
「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
教
習
所
」。
か
わ
い
ら

し
い
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
に
座
り
、
教
官
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
従
い
な
が
ら
、
排
ガ
ス
の

少
な
い
運
転
に
挑
戦
す
る
。
ど

れ
く
ら
い
エ
コ
に
な
っ
た
か
、

得
点
も
表
示
さ
れ
る
。
そ
の
ほ

か
、
家
族
が
１
年
間
に
出
す
ご

み
の
量
な
ど
を
表
示
す
る
「
ゴ

　

埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
面
積
は
約
４
㌶
。

場
所
は
県
北
東
部
に
位
置
す
る

加
須
市
。
展
示
館
、生
態
園（
ビ

オ
ト
ー
プ
）、
試
験
研
究
施
設

が
あ
る
。
地
球
温
暖
化
、
自
然

と
の
共
生
、
大
気
、
水
、
廃
棄

物
な
ど
広
範
な
環
境
問
題
に
対

し
、
正
し
い
知
識
と
行
動
を
身

に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
２
０

０
０
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
。

　

展
示
館
入
口
で
は
、
オ
ス
が

巣
を
つ
く
り
、
子
育
て
を
す
る

「
埼
玉
県
の
魚
」
ム
サ
シ
ト
ミ

ヨ
の
水
槽
が
迎
え
て
く
れ
る
。

受
付
を
済
ま
せ
入
館
す
る
と
す

ぐ
直
径
３
㍍
の
大
型
球
面
ス
ク

リ
ー
ン
「
ガ
イ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
な
る
。
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
で
操
作
し
な
が
ら
地
球

の
様
子
を
宇
宙
か
ら
眺
め
る
装

置
。
自
然
の
美
し
さ
と
環
境
問

ミ
の
タ
ワ
ー
」、
商
品
を
バ
ー

コ
ー
ド
に
か
ざ
す
と
解
説
が
流

れ
る
「
環
境
に
や
さ
し
い
日
用

品
」、
ク
イ
ズ
を
考
え
つ
つ
大

型
映
像
を
観
賞
す
る
「
メ
デ
ィ

ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
、

体
験
し
な
が
ら
環
境
問
題
を
考

え
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
だ
。

　

展
示
館
の
２
階
に
上
が
る

と
、
地
球
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
表
示
す
る
デ
ジ
タ
ル
地

球
儀
が
あ
る
。
表
示
は
現
在
の

姿
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
大
地

震
に
よ
る
津
波
の
発
生
過
程
な

ど
も
見
ら
れ
る
。
東
日
本
大
震

災
の
津
波
が
ハ
ワ
イ
か
ら
南
米

に
ま
で
到
達
し
た
動
き
や
、
チ

リ
地
震
の
津
波
が
日
本
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
た
様
子
が
映
し
出

さ
れ
る
。
埼
玉
県
と
い
う
一
地

域
、
日
本
と
い
う
一
国
は
、
こ

の
よ
う
に
世
界
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
来
館
者
に
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

展
示
館
で
環
境
問
題
に
つ
い

て
体
感
し
た
ら
、
屋
外
の
生
態

園
に
も
足
を
運
ん
で
み
よ
う
。

昭
和
30
年
代
の
県
東
部
地
域
に

あ
っ
た
「
里
山
」
が
再
現
さ
れ

て
い
る
。

　

充
実
し
た
地
域
の
情
報
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
に
目
を
向

け
、
広
い
視
野
で
環
境
問
題
を

考
え
、
理
解
し
、
行
動
に
移
す

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
施

設
。
こ
こ
を
訪
れ
れ
ば
、
身
近

な
生
活
の
中
で
の
取
り
組
み
が

い
か
に
大
事
な
の
か
と
再
認
識

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
予

定
だ
。
研
究
所
内
部
も
特
別
公

開
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
、
都
合
の
合
う
日
に
参
加

し
て
み
た
い
。

見
え
た
！ 

地
域
と
世
界
の
つ
な
が
り

 さいたまけん かんきょうかがくこくさいせんたー

住所◉埼玉県加須市上種足914／電話◉0480-73-8363／アク
セス◉ JR高崎線「鴻巣駅」または東武伊勢崎線「加須駅」からバ
ス約15分「環境科学国際センター」下車徒歩3分／入場料◉一般
300円、高校・大学生200円、中学生以下・障害のある方は無料
／開館時間◉9:30～ 16:30（入館は16:00まで）／休館日◉月
曜日（ただし、休日、県民の日は開館）、開館した月曜日の翌平日（県
民の日の翌日は開館）、年末年始（12月29日～1月3日）／ホー
ムページ◉ http://www.pref.saitama.lg.jp/cess/index.html

拝
見
！
拝
見
！

拝
見
！

エ
コ
現
場

環境体験型
施設ナビ

vol.04

田んぼでコメと電気の二毛作

ゴミは思い出と共に
トートバッグで持ち帰る

株式会社 スーパープランニング

お し ゃ れ に 持 ち 運 べ る ゴ ミ 箱 で き れ い な 街 を

埼玉県環境科学国際センター＠埼玉県加須市

シリーズ

東京薬科大学生命科学部生命エネルギー工学研究室
【第２１回】

要
な
栄
養
を
有
機
物
か
ら

と
り
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ス

極
の
触
媒
と
し
て
そ
の
一

部
が
電
気
と
な
る
。

　

毎
年
４
月
に
な
る
と
、

ゼ
ミ
の
学
生
が
中
心
に
な

り
、
電
極
の
配
線
準
備
な

ど
を
進
め
、
４
月
末
に
は

田
ん
ぼ
で
の
田
植
え
作
業

と
発
電
実
験
を
行
う
。
教

授
の
渡
邉
一
哉
さ
ん
は

「
田
ん
ぼ
発
電
は
年
に
１ 千葉県野田市にある田んぼでの発電実験。

「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
参

加
し
た
國
學
院
大
學
の
学
生
た
ち
。

ド
「
ル
ー
ト
ー
ト
」
を
立
ち
上
げ

た
。
素
材
や
形
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
数
千
に
及
ぶ
が
、
全
品
に

共
通
す
る
の
は
、
出
し
入
れ
の
多

い
小
物
を
簡
単
に
取
り
出
す
た
め

の
サ
イ
ド
ポ
ケ
ッ
ト
。
カ
ン
ガ
ル

ー
の
お
腹
に
あ
る
ポ
ケ
ッ
ト
の
よ

う
な
の
で
「
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト
」
と

呼
び
、そ
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を「
ル

ー
ト
ー
ト
」
と
名
づ
け
た
。
ブ
ラ

ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、〝
楽
し

い
お
出
か
け
〞。
デ
ザ
イ
ン
性
や

　

株
式
会
社 

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
は
「
モ
ノ
・
コ
ト
づ
く
り

を
通
じ
て
世
界
に
感
動
を
広
げ
よ

う
」
と
の
経
営
理
念
の
も
と
１
９

７
８
年
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
の
事
務
所
と
し
て
創
業
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑
貨
を
手
掛
け
る

中
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
に
着
目
し
、
２
０
０
１

年
に
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
専
門
ブ
ラ
ン

機
能
性
へ
の
こ
だ
わ
り
は
も
ち
ろ

ん
、
ブ
ラ
ン
ド
展
開
に
お
い
て
は

環
境
問
題
に
も
目
を
向
け
た
。
毎

年
、
花
見
や
屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
シ
ー
ズ
ン
に
指
摘
さ
れ
る
ゴ
ミ

の
放
置
問
題
へ
の
対
応
だ
。

　

ゴ
ミ
放
置
が
過
剰
な
ら
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

し
か
し
、「
そ
れ
で
は
〝
楽
し
い

お
出
か
け
〞
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
私
た
ち
な
ら
で
は
の
解
決
方

法
と
し
て
『
ル
ー
・
ガ
ー
ビ
ッ
ジ
』

を
企
画
し
た
ん
で
す
」
と
営
業
担

当
の
村
上
記
克
さ
ん
は
話
す
。

　

ル
ー
・
ガ
ー
ビ
ッ
ジ
は
、〝
ゴ

ミ
は
思
い
出
と
共
に
持
ち
帰
ろ

う
〞
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ

た
、
屋
内
外
で
使
用
可
能
な
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
型
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

だ
。
市
販
の
ポ
リ
袋
を
内
部
に
取

り
付
け
、
そ
こ
に
ゴ
ミ
を
入
れ
ス

マ
ー
ト
に
持
ち
帰
る
。
２
０
１
２

年
の
発
売
以
来
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
な
ど
で
使
用
す
る
個
別
購
入
の

ほ
か
、
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が

企
画
す
る
ゴ
ミ
拾
い
活
動
の
場
で

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
社
で
も
「
広
域
代
官
山
エ
リ

ア
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら
運

営
す
る
。花
見
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
、

自
社
の
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
が
集
中

す
る
代
官
山
を
地
域
ぐ
る
み
で
き

れ
い
に
し
よ
う
と
す
る
活
動
だ
。

こ
こ
で
使
う
ル
ー
・
ガ
ー
ビ
ッ
ジ

に
は
桜
柄
を
採
用
し
、
イ
ベ
ン
ト

に
賛
同
し
た
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
販
売
す
る
。
参
加
者
は

ル
ー
・
ガ
ー
ビ
ッ
ジ
を
購
入
、
収

集
し
た
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
持
ち
寄
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ

ッ
ジ
が
も
ら
え
る
。
２
０
１
５
年

の
参
加
者
は
31
名
、
賛
同
企
業
お

よ
び
店
舗
は
15
カ
所
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
そ
の

エ
リ
ア
の
拠
点
か
ら
ス
タ
ッ
フ
も

参
加
し
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を

大
切
に
す
る
。「
私
た
ち
だ
け
で

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
も
、
環
境
へ
の

意
識
は
広
が
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

お
店
や
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

け
た
ら
」
と
村
上
さ
ん
。
同
社
は

今
後
も
、
モ
ノ
と
コ
ト
、
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
と
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実

や
社
会
貢
献
を
図
っ
て
い
く
。

紙おむつの厚さ
は20年前に比べ
60％削減。

　　廃棄物の削減（２０１４年度実績）

環境配慮型商品の比率
（％）
70

60

50
'11/3 '12/3 '13/3 '14/3 '14/12

5655

62
65

67

リサイクル率
99％以上

市
販
の
ポ
リ
袋
を
内
側
に
取
り
付
け
て

使
用
す
る
。
手
軽
に
持
ち
運
べ
る
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
型
ゴ
ミ
箱
。
屋
内
外
問
わ
ず
使

え
る
。
７
５
０
円
（
税
別
）
〜

ルー・ガービッジ

廃棄物
２０％削減
（２０００年対比）

│
│
独
自
基
準
に
基
づ
く

http://www.nt-e.jp/
http://econews.jp/index.html
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４ -

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１ -

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
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磯
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所
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３ -
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所
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広
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営
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所

広
島
県
広
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市
東
区
若
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町
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１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
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14 -
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営
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所
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福
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所
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長
崎
営
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所

長
崎
県
長
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熊
本
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所

熊
本
県
熊
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市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所
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縄
県
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縄
市
上
地
１ -
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２
０
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０
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２
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付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
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を
除
く
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Come on NewFace

日 本 テ クノ 社 内 情 報

新 卒 者 採 用 情 報

●入社動機
小学４年生から続けていたバスケットボ
ールで大学４年生のとき全国６位になり
ました。本当にバスケばかりで就職活
動もその合間。この会社に魅力を感じ
たのは「がんばれば正当に評価される」
「地元で働ける」ことでした。それに、給
与もよかったですね。高校から親元を
離れ寮生活。入社後は実家から通える
ようになりました。７年ブランクがあっ
たので、今は少し両親に甘えています。

●入社してみて
入社前に思っていたのと、実際に入社し
てみてのイメージに、大きな違いはな
かったですね。「やることをやれば、結
果は出る」と信じ、言われたことや指示
されたことはしっかりやり続けています。
まだまだ足りない部分は多いのですが、
４月から後輩が一気に増えたのを機に、
先輩として恥ずかしくない行動で、後輩
育成に力を入れていきます。

　

今
回
は
中
部
支
店
静
岡
営
業
所
の
班
長
・
坂
元
美
沙
季
の
一
日
。
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
の
営
業
活
動
で
期
待
や
感
謝
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
、「
お
客
様
の
期
待
を
決

し
て
裏
切
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
改
め
て
実
感
す
る
２
０
１
４
年
入
社
組
。

専
修
大
学
商
学
部
卒
業 

２
０
１
４
年
４
月
入
社

営
業
本
部　

西
日
本
営
業
部

中
部
支
店　

静
岡
営
業
所　

班
長

採用係問い合わせ先

日本テクノ株式会社
管理部 採用窓口

0120-308-412
（受付時間 平日９:30～17:00）

k.saiyou@n-techno.co.jp

入
社
前
に
わ
か
る
社
会
人
の
生
活

年
目
ま
で
の
社
員
に
聞
い

た
「
新
卒
社
員
ア
ン
ケ
ー

ト
」、
仕
事
と
家
庭
を
両

立
さ
せ
る
「
女
性
社
員
の

活
躍
」
な
ど
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
前
も
掲
載
し
て
い
た

新
卒
社
員
の
日
常
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
仕

事
で
使
う
こ
だ
わ
り
ア
イ

テ
ム
、
息
抜
き
方
法
、
休

日
の
過
ご
し
方
を
加
え
、

社
会
人
に
な
っ
た
と
き
の

生
活
が
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

坂
元
美
沙
季

ONE
DAY

新卒入社社員の一日

　

２
０
１
６
年
１
月
、
日
本
テ

ク
ノ
ユ
ー
ザ
ー
で
「
省
エ
ネ
の

達
人 

企
業
編
」
に
も
出
演
し

た
株
式
会
社 

栄
光
製
作
所（
群

馬
県
富
岡
市
／
電
子
機
器
製

造
）
が
、
２
０
１
５
年
度
省
エ

ネ
大
賞
の
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
会
長
賞
」
を
受
賞
し
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
授
賞
式
に
出
席
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
が
経
済
産
業
省
の

後
援
を
受
け
主
催
す
る
賞
。
職

場
の
節
電
や
省
エ
ネ
推
進
活
動

な
ど
に
成
果
を
あ
げ
た
企
業
に

対
す
る
「
省
エ
ネ
事
例
」
と
、

省
エ
ネ
分
野
の
製
品
や
事
業
形

態
が
対
象
と
な
る
「
製
品
・
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
の
２
つ
の
部

門
が
あ
る
。

　

同
社
は
、「
省
エ
ネ
事
例
部

門
」
で
の
受
賞
。
日
本
テ
ク
ノ

のSMARTMETER ERIA

に

よ
る
電
気
の
「
見
え
る
化
」
の

導
入
で
生
産
管
理
体
制
が
確
立

し
大
幅
な
デ
マ
ン
ド
低
減
に
成

功
し
た
。
社
内
に
も
高
い
省
エ

ネ
意
識
が
浸
透
し
、
扇
風
機
、

ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
、
仕
切
り

板
の
活
用
な
ど
数
々
の
社
員
の

　

日
本
テ
ク
ノ
の
配
信
す
る
動
画

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
手
軽
に
視
聴
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。無
料
ア
プ
リ
の「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｒ
」を
利
用
す
る
も
の
。

　

ス
マ
ホ
な
ど
の
端
末
の
カ
メ
ラ

で
、
動
画
へ
の
リ
ン
ク
情
報
が
認

識
で
き
る
図
や
写
真
な
ど
の
「
マ

ー
カ
ー
」
を
読
み
取
る
と
、
自
動

で
動
画
が
再
生
さ
れ
る
。
一
度
マ

ー
カ
ー
を
読
み
込
ん
だ
端
末
で

は
、
履
歴
の
画
面
か
ら
動
画
を
す

ぐ
に
再
生
さ
せ
る
こ
と
も
可
能

だ
。
現
在
、「
電
気
料
金
の
仕
組

み
」
や
企
業
Ｃ
Ｍ
な
ど
５
つ
の
動

画
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
カ
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
下
段
に
紹
介

し
た
よ
う
に
マ
ー
カ
ー
は
本
紙
に

も
掲
載
し
た
。

　

各
動
画
の
視
聴
期
間
は
、
２
０

１
６
年
９
月
ま
で
を
予
定
。

ア
プ
リ
で
動
画
配
信

　

日
本
テ
ク
ノ
は
２
０
１

６
年
３
月
１
日
、
新
卒
採

用
特
設
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
内
の
リ
ン
ク

先
が
別
ペ
ー
ジ
に
移
動
す

る
の
で
は
な
く
、
同
一
ペ

ー
ジ
の
下
部
に
表
示
さ
れ

る
読
み
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
。
操
作
に
煩
わ
さ
れ
る

こ
と
な
く
容
易
に
情
報
を

入
手
で
き
る
。

　

新
規
に
追
加
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
は
、
入
社
か
ら
数

スマホで見る動画配信中。
視聴方法は上段記事に。

　

２
０
１
６
年
２
月
３
〜
５
日
、

日
本
テ
ク
ノ
新
宿
本
社
で
２
０
１

３
〜
２
０
１
５
年
卒
の
新
卒
社
員

を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
研
修
は
、

特
別
に
２
０
１
７
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
就
活
生
が
聴
講
で
き
る

よ
う
、
無
料
一
般
公
開
の
セ
ミ
ナ

ー
形
式
で
行
わ
れ
た
。
昨
年
９
月

開
催
の
好
評
を
受
け
今
回
で
２
回

目
。 

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
電
力
業
界
の
現
在
と
展
望
を
学

生
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
会
社

の
雰
囲
気
に
触
れ
入
社
後
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
減
ら
し
た
い
、
な
ど
の
思

い
か
ら
一
般
公
開
に
至
っ
た
。

　

３
日
間
で
総
勢
１
４
１
名
の
就

新
卒
社
員
は
前
方
、
就
活
生
は
後

方
に
用
意
さ
れ
た
席
で
聴
講
し
た
。

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

座
右
の
銘
は
「
現
場
現
物
」

正確な状況把握で安全を守る

　

今
回
訪
ね
た
の
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協

力
会
・
日
電
協
（
以
下
、
日
電
協
）
岡

崎
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
山
倉
重
則
さ

ん
。
前
職
は
地
元
の
自
動
車
大
手
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
、
主
に
電
気
機
械
・
装

置
の
保
全
作
業
を
担
当
。
特
別
高
圧
受

　

山
倉
さ

ん
が
担
当

す
る
事
業

場
の
一
つ

ア
イ
シ
ー

ト
工
業
株

式
会
社
は

電
子
、
工

業
、食
品
、

電
設
備
な
ど
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
現

場
を
経
験
し
、
48
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
生
産
技
術
の
安
全
を
支
え
て
き
た
。

　

そ
ん
な
山
倉
さ
ん
の
座
右
の
銘
は
、

「
現
場
現
物
」
と
い
う
言
葉
。「
技
術
の

世
界
で
〝
多
分
こ
う
だ
ろ
う
〞
は
通
用

し
ま
せ
ん
。
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
、

経
験
則
を
も
と
に
仮
説
を
立
て
た
と
し

て
も
、
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が

す
べ
て
で
す
」。
山
倉
さ
ん
は
電
気
設

備
の
責
任
者
と
し
て
、
状
況
の
正
確
な

把
握
と
対
策
で
安
全
を
守
っ
て
き
た
。

そ
の
経
験
は
日
電
協
に
入
会
し
て
か
ら

も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

す
ぐ
に
飛
ん
で
き
て
く
れ
、
点
検
後
は

原
因
を
図
解
で
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
」。
そ
の
後
、
設
備
の
改
修
計

画
の
提
案
も
迅
速
に
行
わ
れ
、「
で
き

る
こ
と
な
ら
、
専
属
で
工
場
に
常
駐
し

て
も
ら
い
た
い
ぐ
ら
い
。
ま
さ
に
安
全

の
要
で
す
」
と
山
倉
さ
ん
に
全
幅
の
信

頼
を
寄
せ
る
。

　

現
場
の
情
報
は
最
新
の
も
の
を
準
備

し
、
年
次
点
検
や
有
事
の
際
に
は
ど
の

程
度
の
人
員
が
必
要
か
常
に
考
え
を
巡

ら
せ
る
山
倉
さ
ん
。「
電
気
の
仕
事
に

終
わ
り
は
な
く
、
今
日
問
題
が
な
く
て

も
明
日
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

い
く
ら
準
備
し
て
も
し
過
ぎ
る
こ
と
の

な
い
世
界
で
す
」。
電
気
管
理
技
術
者

と
し
て
信
頼
さ
れ
る
誇
り
と
「
現
場
現

物
」
を
胸
に
秘
め
、
安
全
へ
の
あ
く
な

き
挑
戦
は
続
く
。

岡崎グループ 
山倉重則さん

医
療
分
野
を
軸
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
素
材
開
発
お
よ
び
製
造
販

売
を
専
門
と
す
る
企
業
。
工
場
長
の
田

中
高
治
さ
ん
は
、
安
全
が
す
べ
て
と
い

う
考
え
の
持
ち
主
だ
。「
現
場
に
お
い

て
、
安
全
よ
り
優
先
さ
れ
る
生
産
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
山
倉
さ
ん
の
安

全
に
か
け
る
熱
意
に
は
共
感
で
き
る
部

分
が
多
い
。
先
日
、
漏
電
警
報
が
あ
っ

た
際
は
、
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
イ
デ
ア
が
実
行
さ
れ
た
。
全

社
一
丸
の
取
り
組
み
は
中
小
企

業
の
参
考
に
な
る
と
し
て
、
今

回
の
受
賞
に
至
っ
た
。

　

代
表
取
締
役
の
勅
使
河
原
覚

さ
ん
は
、「
社
員
の
協
力
の
賜

物
。
今
後
も
省
エ
ネ
活
動
を
継

続
し
て
い
く
」
と
喜
び
を
語
っ

た
。
受
賞
事
例
発
表
会
で
は
、

活
動
の
中
心
と
な
っ
た
社
員
と

と
も
に
日
頃
の
取
り
組
み
を
来

場
者
に
紹
介
し
た
。

受賞事例発表会で登壇した勅使河原覚さん。

テ
ク
ノ
ユ
ー
ザ
ー 

省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞

株式会社 栄光製作所

スマホをかざしてムービースタート

利
用
方
法

①
ア
プ
リ
を
入
手
す
る

②
マ
ー
カ
ー
を
読
み
取
る

読み取れるマーカーには の目印

「COCOAR」アプリを起動したスマホやタブレッ
ト端末で上図枠内を読み取ると動画（このマー
カーは「電気料金の仕組み」）が自動再生される。

無料アプリ「COCOAR」
をApp Store もしくは
Google Play からスマ
ホやタブレット端末にダ
ウンロードする。（「COC
OAR2」では読み取れな
いので注意）

スキャン中です

アプリを起動し、画面
に出る枠の中央に、読
み取る図形（マーカー）
を映すと、スキャン中の
メッセージが表示され、
完了すれば、自動で動
画が再生される。

　

本
紙
内
に
も
端
末
を
か
ざ
し

て
動
画
が
自
動
再
生
さ
れ
る
マ

ー
カ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
。
目

印
は
丸
に「
Ａ
Ｒ
」。例
え
ば
１
面

の
新
聞
名
の
下
に
あ

る
日
本
テ
ク
ノ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
も
マ
ー
カ

ー
の
ひ
と
つ
だ
。

ア
イ
シ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社
・
工
場

長
の
田
中
高
治
さ
ん（
左
）と
。

社
内
研
修
を
一
般
公
開

社長セミナーを就活生が聴講
活
生
が
参
加
し
、
日
本
テ
ク
ノ
の

「
今
」
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

講
師
は
３
日
間
通
し
て
代
表
取
締

役
社
長
の
馬
本
英
一
。
経
営
方
針

や
、
日
本
テ
ク
ノ
の
今
後
の
方
向

性
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、
経
営

理
念
に
込
め
た
思
い
も
伝
え
た
。

会
社
の
歴
史
や
主
力
商
品
・
Ｅ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
開
発
の
経
緯
、
会
社
と

し
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
出
来

事
な
ど
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　

就
活
生
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
へ
の

往
復
交
通
費
は
全
額
支
給
さ
れ
る

の
で
、
遠
方
か
ら
も
参
加
し
や
す

い
。
今
後
は
、
６
月
７
〜
10
日
の

４
日
間
で
開
催
を
予
定
。
詳
細
は

決
ま
り
次
第
、
日
本
テ
ク
ノ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
２
０
１
７
年
新
卒
採

用
情
報
な
ど
で
告
知
さ
れ
る
。

セミナーアンケートに寄せられた感想
●実際の社員に向けたセミナーだったので会社の雰囲気が
わかり、他社よりもよかった。

●電力業界について無知な状態で参加したが、わくわくする
会社だなと思った。

●電力自由化は大きなビジネスチャンスで、この業界で働き
たいという意欲がさらに膨らんだ。

●社会人が何を考え仕事に向かうのかがわかり勉強になった。
●印象的だったのは、会社の将来について社長が社員と共
有しようとする意識。

●社長の経営への熱い想いが直接聞けてとても新鮮だった。
●交通費が支給され、地方学生は非常に参加しやすい。

出
社
。
訪
問
先
の
提
出
資
料

の
確
認
な
ど
本
日
の
準
備
。

朝
礼
。
他
部
署
と
合
同
の
全

体
朝
礼
と
営
業
部
朝
礼
。

営
業
活
動
へ
出
発
。

Ａ
社
訪
問
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ

タ
ー
の
設
定
変
更
な
ど
が
目

的
だ
っ
た
が
、
話
の
中
で
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
の
提
案
も
で
き

る
と
考
え
打
診
。
次
回
訪
問

に
つ
な
げ
る
。

Ｂ
社
訪
問
。
提
案
書
作
成
に

必
要
な
電
力
デ
ー
タ
を
頂

く
。
そ
の
他
の
情
報
も
ヒ
ア

08:30

リ
ン
グ
し
、
提
案
書
提
出
日

の
約
束
を
得
て
、
退
出
。

半
年
ご
と
の
定
期
訪
問
で
Ｃ

社
へ
。
デ
マ
ン
ド
値
上
昇
の

要
因
な
ど
を
確
認
し
、
対
処

法
の
助
言
。「
自
信
あ
る
顔

つ
き
に
変
わ
っ
た
ね
」
と
褒

め
ら
れ
る
。　

営
業
車
の
車
中
で
昼
食
。

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
Ｄ
社

訪
問
。
夜
間
の
タ
イ
マ
ー
設

定
に
よ
る
待
機
電
力
削
減
効

果
を
金
額
換
算
し
て
示
し
、

大
変
喜
ば
れ
る
。 

Ｅ
社
訪
問
。
電
力
小
売
り
の

追
加
説
明
。
返
答
は
１
週
間

後
に
連
絡
し
て
聞
く
。　

電
気
管
理
技
術
者
の
初
回
点

11:30

検
同
行
で
Ｆ
社
訪
問
。

移
動
す
る
と
時
間
に
余
裕
が

な
く
な
る
の
で
、
営
業
車
を

停
め
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
顧

客
に
ア
ポ
イ
ン
ト
の
電
話
。 

帰
社
。
社
内
業
務
の
ま
と
め

役
を
担
当
し
て
お
り
、
本
日

は
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
締
切

日
。デ
ー
タ
を
整
理
し
報
告
。

終
礼
。
本
日
の
成
果
報
告
と

明
日
以
降
の
予
定
確
認
。

退
社
。
今
日
も
期
待
や
感
謝

の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
い

た
。
そ
の
気
持
ち
を
裏
切
っ

て
は
い
け
な
い
と
、
改
め
て

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。
明

日
も
が
ん
ば
る
ぞ
！　

お
疲

れ
様
で
し
た
。

自信ある顔つきに変わったね

09:0009:3009:5010:30

15:30 14:30 12:0013:00

16:0017:2018:3018:45
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埼玉県さいたま市 ◎ 株式会社 良松

　

株
式
会
社 

良
松
は
、
住
宅

設
備
機
器
の
販
売
、
施
工
、
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
行
う
企
業
。

そ
れ
に
加
え
、
本
社
の
あ
る
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
を
中
心
に
約

20
カ
所
も
の
不
動
産
物
件
を
所

有
す
る
。
強
固
な
事
業
基
盤
を

築
く
た
め
に
「
企
業
は
資
産
を

持
つ
べ
き
」
と
考
え
、
こ
れ
ま

で
複
数
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
な
ど

を
取
得
し
て
き
た
。
そ
の
管
理

業
務
も
自
社
で
行
っ
て
い
る
。

　
「
対
象
に
な
る
全
部
の
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
で
利
用
し
て
い
ま

す
」
と
不
動
産
管
理
部
次
長
の

大
竹
千
賀
子
さ
ん
が
話
す
の
は

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
。

所
有
す
る
物
件
の
う
ち
、
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
が
適
用
可
能
な
高
圧

受
電
契
約
の
ビ
ル
は
５
つ
あ

り
、
す
べ
て
に
自
動
検
針
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

導
入
の
き
っ
か
け
は
６
年
ほ

ど
前
の
飛
び
込
み
の
営
業
活

動
。
日
本
テ
ク
ノ
の
担
当
者
が

訪
問
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を

行
っ
た
。
通
常
の
電
気
料
金
の

仕
組
み
や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
料

金
算
出
の
特
殊
性
な
ど
も
詳
し

く
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
話
を
聞
い
た
大
竹
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
の
各
テ
ナ
ン
ト
へ

の
料
金
計
算
の
方
法
が
適
正
と

は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

く
。
基
本
料
金
の
部
分
は
フ
ロ

ア
別
に
単
純
に
割
り
振
っ
て
い

適用可能な所有物件のすべてに導入
24時間365日の保安管理体制にも安心感

茨城県水戸市 ◎ 合同会社 エーユーディー

　
「
以
前
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
太
陽
光
発
電
に
否
定
的
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
を
す
る
な
ら

自
分
で
汗
を
流
し
稼
い
で
い
る

本
業
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は

茨
城
県
水
戸
市
で
２
つ
の
会
社

を
経
営
す
る
村
中
英
樹
さ
ん
。

会
社
の
一
つ
は
、
清
掃
用
品
の

レ
ン
タ
ル
な
ど
を
行
う
ダ
ス
キ

ン
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

加
盟
店
の
株
式
会
社 

ア
イ
・

ア
メ
ニ
テ
ィ
。
も
う
一
つ
が
、

太
陽
光
発
電
事
業
の
た
め
に
２

０
１
５
年
７
月
に
設
立
し
た
合

同
会
社 
エ
ー
ユ
ー
デ
ィ
ー
だ
。

　

ダ
ス
キ
ン
業
務
に
使
う
社
用

車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
一
角
に

２
４
０
枚
（
設
備
容
量
61
・
２

㌔
㍗
）
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
し
、全
発
電
量
を
売
電
す
る
。

　

太
陽
光
発
電
の
事
業
に
否
定

的
だ
っ
た
村
中
さ
ん
の
考
え
が

変
わ
っ
た
の
は
、
取
引
先
に
導

入
さ
れ
た
実
例
を
見
た
と
き
。

「
そ
こ
で
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

収
益
性
の
側
面
よ
り
も
環
境
問

題
へ
の
対
応
と
い
っ
た
意
志
が

強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
社
会

の
要
請
に
応
え
る
事
業
。
そ
れ

な
ら
ば
、
や
っ
て
み
る
価
値
は

導入した太陽光パネル。自動洗浄ロボットを設置したときの様子。

不動産管理部次長の
大竹千賀子さん。

食
品
や
化
粧
品
の
在
庫
を

保
管
し
て
い
た
が
、
過
去

の
販
売
デ
ー
タ
の
分
析
か

ら
生
産
を
適
量
に
抑
え
、

外
部
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
商

品
は
ユ
ー
ザ
ー
に
直
接
発

送
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
、
社
内
で
保
管
す
る
商

品
を
減
ら
し
た
。
冷
凍
冷

蔵
庫
が
不
要
に
な
り
電
力

使
用
量
は
低
減
、
商
品
の

鮮
度
も
上
が
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
事
務
ス

ペ
ー
ス
。
以
前
３
階
に
あ

っ
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

間
取
り
に
余
裕
が
あ
る
２

階
に
移
動
。
３
階
の
空
調

や
照
明
の
使
用
が
な
く
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
が
ワ
ン
フ

ロ
ア
に
集
ま
る
こ
と
で
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
、
業
務
の
効
率

化
に
も
つ
な
が
っ
た
。

「株式会社 ロイヤルユキ」
空きスペースを作り出して省エネ！　業務効率や社内連携の向上にもつながりました

【第 277回】2015 年 10月21日放送分
　

業
務
体
制
の
見
直
し
か

ら
社
内
に
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
省

エ
ネ
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ

フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
商
品
の
品
質
ま
で
も

向
上
さ
せ
た
の
が
、
東
京

都
青
梅
市
に
あ
る
株
式
会

社 

ロ
イ
ヤ
ル
ユ
キ
だ
。

　

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
生
み

出
し
た
の
は
２
カ
所
。
一

つ
は
冷
凍
冷
蔵
庫
で
使
用

し
て
い
た
倉
庫
。
以
前
は

スペース集約で一挙多得

す
る
。
そ
れ
を
抑
え
ら
れ

れ
ば
効
果
あ
る
省
エ
ネ
に

つ
な
が
る
。

　

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
宿
泊
客
を
も
て
な
し
、

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
食

事
処
に
設
置
し
た
日
本
酒

サ
ー
バ
ー
。
地
元
佐
賀
県

の
複
数
の
銘
酒
を
定
額
で

90
分
飲
み
放
題
に
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
夕
食
も
客
室

で
は
な
く
食
事
処
に
変

更
。
宿
泊
客
は
賑
わ
い
の

あ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
で
食
事
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

す
る
と
そ
の
時
間
帯
の

空
調
を
一
カ
所
に
集
中
で

き
、給
仕
の
手
間
も
軽
減
。

省
エ
ネ
と
人
件
費
削
減
と

い
う
効
果
が
導
か
れ
た
。

ピ
ー
ク
電
力
は
、
約
16
％

ダ
ウ
ン
で
き
た
。

「鶴荘」
おもてなしの工夫がカギ！　佐賀の名酒サービスが省エネ効果につながる

【第 264回】2015 年 7月22日放送分
　

宿
泊
客
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
考
え
た
「
お

も
て
な
し
」
の
取
り
組
み

が
、
省
エ
ネ
、
作
業
効
率

の
向
上
、
人
件
費
の
削
減

と
い
っ
た
波
及
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
が
、
佐

賀
県
藤
津
郡
に
あ
る
温
泉

旅
館
の
鶴
荘
だ
。

　

こ
こ
で
は
宿
泊
客
が
夕

食
を
と
る
19
時
頃
が
電
力

ピ
ー
ク
の
時
間
帯
。
各
部

屋
の
空
調
が
一
斉
に
稼
働

もてなしの工夫が省エネに

サ
イ
ト
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
サ
イ
ト

は
単
な
る
動
画
閲
覧
用
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
よ

り
省
エ
ネ
活
動
全
般
を
扱

う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
い

っ
た
構
成
。省
エ
ネ
を「
電

気
」「
ガ
ス
」「
水
道
」「
リ

サ
イ
ク
ル
・
そ
の
他
」
と

い
っ
た
タ
ブ
で
分
け
て
カ

テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
た
り
、
番

組
で
紹
介
し
た
省
エ
ネ
手

法
だ
け
で
な
く
「
電
力
ピ

ー
ク
と
は
」
な
ど
関
連
コ

ラ
ム
も
掲
載
す
る
。

　

自
分
に
合
う
内
容
の
番

組
を
探
す
検
索
機
能
に
は

以
前
か
ら
あ
る
業
種
や
地

域
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ほ
か

電
気
削
減
量
、
社
員
数
、

お
手
軽
度
も
追
加
し
た
。

さ
ら
に
「
冷
房
管
理
の
や

り
方
」
と
い
っ
た
課
題
を

基
準
と
す
る
検
索
欄
も
設

置
さ
れ
た
。

　

動
画
閲
覧
の
ペ
ー
ジ

は
、
上
部
が
動
画
再
生
、

下
部
が
番
組
情
報
と
い
う

構
成
。
下
部
は
単
独
で
の

ス
ク
ロ
ー
ル
が
可
能
な
の

で
、
視
聴
し
な
が
ら
テ
キ

ス
ト
や
図
表
な
ど
を
読
み

進
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
閲
覧
に
も
対
応

し
、
す
き
ま
時
間
で
も
容

易
に
情
報
収
集
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
が
提
供
す

る
「
省
エ
ネ
の
達
人　

企

業
編
」
は
、
放
送
開
始
か

ら
７
年
目
に
な
る
長
寿
番

組
。
２
０
１
６
年
３
月
30

日
に
放
送
３
０
０
回
を
迎

え
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、

番
組
に
連
動
す
る
ウ
ェ
ブ

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

実例に触れ環境への貢献を決断
パネル洗浄という新たな事業との出会いも

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

放
送
３
０
０
回
記
念

「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ

あ
る
」
と
導
入
を
決
断
し
た
。

自
社
内
で
別
会
社
を
立
ち
上

げ
、
事
業
を
始
め
た
。

　

そ
の
取
引
先
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
た
業
者
は
日
本
テ

ク
ノ
エ
ン
ジ
だ
っ
た
。「
複
数

の
業
者
に
照
会
し
た
の
で
す

が
、
一
番
親
身
な
対
応
を
し
て

く
れ
た
の
が
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン

ジ
さ
ん
で
し
た
。価
格
も
安
く
、

何
よ
り
対
応
の
差
が
決
め
手
に

な
り
ま
し
た
」。

　

導
入
意
思
を
固
め
、
業
者
の

選
定
な
ど
太
陽
光
発
電
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
ー
チ
を
し

た
村
中
さ
ん
。
調
べ
を
進
め
る

中
で
、
そ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き

た
ダ
ス
キ
ン
の
清
掃
関
連
事
業

に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
と
出
会

う
。太
陽
光
パ
ネ
ル
の
洗
浄
だ
。

「
自
社
に
パ
ネ
ル
設
備
が
あ
り

実
地
検
証
も
で
き
る
。
売
電
の

た
め
つ
く
っ
た
会
社
で
す
が
、

新
し
い
仕
事
が
加
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」。
自
動
洗
浄
ロ

ボ
ッ
ト
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
装
置

の
提
供
を
受
け
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
持
つ
他
社
向
け
の
洗
浄
サ

ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

事
業
開
始
か
ら
ま
だ
日
は
浅
い

が
、
パ
ネ
ル
洗
浄
後
に
発
電
出

力
が
７
％
向
上
し
た
と
い
う
実

証
結
果
も
残
し
て
い
る
。

　

同
社
に
設
置
し
た
太
陽
光
パ

ネ
ル
が
売
電
を
始
め
た
の
は
２

０
１
５
年
10
月
。
こ
れ
か
ら
は

日
照
時
間
も
長
く
な
り
売
電
量

は
増
え
る
。
環
境
配
慮
の
姿
勢

で
始
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
は
思
い
の

ほ
か
広
が
っ
て
い
た
。

　BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）
にて毎週水曜夜 9 時 54 分から放映中の「省エネ
の達人　企業編」。この番組で紹介されたエコノ
ウハウを紹介していく。今回は業務改善の取り組
みなどが省エネにもつながっていった事例を紹介
する。下に掲載した２回分も含め過去の放送を再
生できるウェブサイトもある（URL は左記）。放
送300回を記念してリニューアルされたばかりだ。

社長の村中英樹さん。

太陽光発電導入事例太陽光発電導入事例

第６松ビル。円内は、代表取締役社長の松本秀さん。
株式会社 良松の本社はこの６階にある。

た
だ
け
だ
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は

電
力
使
用
量
の
少
な
い
テ
ナ
ン

ト
は
不
利
に
な
る
。
こ
の
状
況

を
是
正
し
よ
う
と
導
入
に
向
け

話
を
進
め
て
い
く
中
で
、
前
委

託
業
者
の
電
気
管
理
体
制
に
不

備
も
見
つ
か
り
、
当
時
は
４
つ

だ
っ
た
対
象
ビ
ル
の
す
べ
て
を

日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
管
理
サ
ー

ビ
ス
に
切
り
替
え
た
。
同
時
に

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
も
導
入
し
た
。

　

約
２
年
前
に
取
得
し
た
物
件

は
、
事
情
が
あ
り
１
年
ほ
ど
前

所
有
者
の
や
り
方
を
引
き
継
い

で
い
た
が
、
そ
の
後
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
を
採
用
。
そ
の
と
き
の
決

め
手
に
な
っ
た
の
は
非
常
時
に

対
応
で
き
る
体
制
だ
。「
そ
こ

の
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
に
は
夜
間
も

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
会
社
が
あ

り
、
電
気
の
こ
と
が
心
配
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
24
時
間

体
制
で
対
応
し
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
に
変
わ
り
安
心
で
き
ま
し

た
」
と
大
竹
さ
ん
は
話
す
。

　

同
社
不
動
産
管
理
部
で
は
以

前
は
毎
月
欠
か
せ
な
か
っ
た
各

テ
ナ
ン
ト
の
メ
ー
タ
ー
検
針
も

請
求
管
理
も
不
要
に
な
り
、
他

の
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

２
０
１
５
年
９
月
、
千
葉
県

匝
瑳
市
の
株
式
会
社 

カ
ネ
ハ

チ
フ
ー
ズ
で
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
破

損
に
よ
る
停
電
事
故
が
起
こ
っ

た
。
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
な
ど

海
産
物
の
加
工
・
販
売
を
行
う

同
社
。
複
数
台
の
冷
凍
倉
庫
が

稼
働
す
る
工
場
で
の
停
電
だ
。

事
故
発
生
か
ら
復
旧
に
至
る
ま

で
の
動
向
を
追
っ
た
。

　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

９
月
３
日
の
23
時
頃
、
代
表

取
締
役
の
石
田
信
介
さ
ん
の
も

と
に
日
本
テ
ク
ノ
の
監
視
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
工
場
が
停
電
し
て

い
る
」
と
の
電
話
連
絡
が
入
っ

た
。
続
け
て
電
気
管
理
技
術
者

の
下
向
光
夫
（
日
本
テ
ク
ノ
協

力
会
・
日
電
協
千
葉
グ
ル
ー
プ
）

か
ら
も
連
絡
が
く
る
。
水
産
加

工
の
工
場
内
に
は
24
時
間
稼
働

の
大
型
冷
凍
庫
が
複
数
台
あ
る

が
扉
を
開
け
な
け
れ
ば
急
激
な

温
度
上
昇
の
心
配
は
な
い
。
そ

れ
で
も
、
下
向
は
す
ぐ
に
現
場

に
向
か
う
と
告
げ
た
。

　

日
付
が
変
わ
っ
た
４
日
の
１

時
頃
、
下
向
が
現
場
に
到
着
。

確
認
す
る
と
、
第
一
変
電
所
と

第
二
変
電
所
を
つ
な
ぐ
高
圧
ケ

ー
ブ
ル
の
一
部
が
破
損
し
て
い

た
。
交
換
が
必
要
だ
が
各
変
電

所
を
つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル
は
１
０

０
㍍
を
超
え
る
。
早
急
な
資
材

確
保
は
難
し
く
、
す
ぐ
に
は
交

ケーブル破損、迅速対応で大過なく
費用は全額保証、事前の助言が波及事故を防ぐ

換
作
業
に
か
か
れ
な
い
と
考
え

た
下
向
は
、初
動
対
応
と
し
て
、

第
一
変
電
所
の
み
を
復
旧
さ
せ

た
。

　

早
朝
、
現
場
に
到
着
し
た
石

田
さ
ん
に
現
状
を
報
告
し
ケ
ー

ブ
ル
交
換
の
了
承
を
得
る
と
、

下
向
は
す
ぐ
に
協
力
工
事
店
へ

資
材
手
配
と
工
事
着
手
を
依
頼

し
た
。
14
時
頃
、
ケ
ー
ブ
ル
が

到
着
し
工
事
開
始
。
完
了
し
た

の
は
日
を
ま
た
い
だ
０
時
15

分
。
無
事
、
復
電
し
た
。

　

石
田
さ
ん
は
「
食
品
を
扱
っ

て
い
る
の
で
冷
凍
庫
が
止
ま
る

の
が
心
配
で
し
た
が
、
迅
速
に

復
旧
し
て
も
ら
え
、
本
当
に
助

か
り
ま
し
た
。
翌
５
日
か
ら
は

通
常
業
務
に
戻
れ
ま
し
た
」
と

話
す
。
最
終
的
に
は
、
ケ
ー
ブ

ル
交
換
費
用
も
日
本
テ
ク
ノ
電

気
設
備
保
証
サ
ー
ビ
ス
で
満
額

保
証
と
な
っ
た
。

　

こ
の
停
電
事
故
の
半
年
前
、

協
力
工
事
店
と
下
向
の
助
言
で

経
年
劣
化
し
た
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
交
換

を
行
っ
て
い
た
。
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
工

場
内
の
事
故
の
影
響
が
電
線
を

通
じ
て
他
所
に
波
及
し
な
い
よ

う
に
す
る
装
置
。「
今
回
、
新

品
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
が
動
作
し
た
お
か

げ
で
、
大
規
模
な
停
電
や
火
災

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
半
年
前

の
提
案
が
よ
い
結
果
に
つ
な
が

っ
た
ん
で
す
ね
」
と
石
田
さ
ん

は
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
た
。

千葉県匝瑳市 ◎ 株式会社 カネハチフーズ 保安管理緊急対応事例保安管理緊急対応事例

代表取締役の石田信介さん。左は第二変電所のキュービクル。

復旧までの経緯
9/3 23:00頃 日本テクノから石田さんへ停電の連

絡。技術者は現場へ向かう
9/4 1:00頃 技術者、現場到着。高圧ケーブル

の破損を確認。第二を残し第一変
電所のみを復旧

早朝 石田さん現場へ到着。ケーブル交
換を了承。技術者は協力工事店へ
資材手配と工事依頼

14:00頃 ケーブル到着、工事開始
9/5 0:15 工事完了、復電

番組連動ウェブサイトを刷新

見
や
す
く
便
利
に

リニューアルしたサイトのトップページ。

http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150722.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20151021.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tenant.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１６年 （平成２８年） 春季　第 44号　【季刊】

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１６年 （平成２８年） 春季　第 44号　【季刊】

98 kW

社
内
コミュニケ
ー
ション
も
向
上

「
電
気
削
減
チ
ー
ム
」
の

メ
ンバ
ー
は
若
手
社
員

削
減

契約
電力

18.6%削
減

電　力
使用量

　

ダ
イ
セ
ー
エ
ブ
リ
ー
二
十

四 

株
式
会
社
は
、
チ
ル
ド

食
品
の
配
送
・
保
管
な
ど
を

行
う
物
流
企
業
。
全
国
に
14

カ
所
、
ア
ジ
ア
に
３
カ
所
の

拠
点
を
展
開
す
る
。
本
社
機

能
の
あ
る
愛
知
県
一
宮
市
の

中
京
ス
ー
パ
ー
ハ
ブ
セ
ン
タ

ー
は
冷
蔵
倉
庫
５
９
２
３
平

方
㍍
、
冷
凍
倉
庫
１
３
８
５

平
方
㍍
の
設
備
を
持
つ
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
３

年
４
月
に
稼
働
し
た
新
し
い

拠
点
。
館
内
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

や
人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
照

明
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
、

建
設
当
初
か
ら
省
エ
ネ
や
環

境
を
考
慮
し
た
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
も
当
初

か
ら
導
入
さ
れ
て
い
た
。

　

使
用
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
１
年
間
は
電
気
の
使
い

方
に
大
き
な
制
限
を
設
け
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
夏
場

を
中
心
に
予
想
以
上
に
高
い

デ
マ
ン
ド
値
を
計
測
し
て
し

ま
う
。
省
エ
ネ
活
動
の
本
格

化
は
、
こ
の
結
果
を
受
け
た

も
の
だ
。

　

活
動
を
統
括
す
る
た
め
、

社
内
に「
電
気
削
減
チ
ー
ム
」

を
結
成
。
メ
ン
バ
ー
は
総
務

部
の
加
藤
雅
大
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
入
社
３
年
目
ま
で

の
若
手
社
員
７
名
に
し
た
。

フ
ロ
ア
ご
と
に
作
成
さ
れ
る

「
省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク
表
」
を

チ
ー
ム
で
確
認
し
不
備
な
点

が
あ
る
部
署
に
は
メ
ン
バ
ー

が
協
力
を
呼
び
掛
け
る
。

　
「
最
初
は
緊
張
し
て
各
部

署
の
先
輩
方
に
上
手
な
呼
び

掛
け
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
ま
ず
世
間
話
な

ど
で
仲
良
く
な
り
徐
々
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

ま
し
た
」
と
加
藤
さ
ん
は
言

う
。
今
は
省
エ
ネ
活
動
を
通

じ
て
生
ま
れ
た
交
流
が
、
そ

の
他
の
業
務
の
円
滑
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

１
年
間
の
チ
ー
ム
活
動
を

終
え
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は
次

の
若
手
社
員
に
引
き
継
ぐ
。

こ
う
し
て
社
内
に
省
エ
ネ
の

文
化
が
築
か
れ
て
い
く
。　

愛知県一宮市萩原町萩原字松山 531-27
TEL 0586（80）8221
URL　http://www.every24.co.jp/
設立 ● 1983年９月
従業員数 ● 828名（全社）
事業内容 ● チルド食品の配送・保管など

ダ
イ
セ
ー
エ
ブ
リ
ー
二
十
四 

株
式
会
社　

中
京
ス
ー
パ
ー
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

ダイセーエブリー二十四 株式会社　中京スーパーハブセンター

（2013年 2014年） （2010年 2015年）

　

愛
媛
県
松
山
市
に
あ
る
結

婚
式
場
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク

タ
ウ
ン
は
貸
衣
裳
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
株
式
会
社 

京
屋

が
運
営
す
る
。
約
１
０
０
０

坪
の
敷
地
に
教
会
、
パ
ー
テ

ィ
ー
ハ
ウ
ス
、
待
合
ス
ペ
ー

ス
の
３
つ
の
建
物
と
庭
や
噴

水
を
街
（
タ
ウ
ン
）
の
よ
う

に
配
置
し
た
施
設
。

　

子
ど
も
や
ペ
ッ
ト
と
一
緒

の
結
婚
式
、
趣
味
の
自
動
車

や
バ
イ
ク
を
飾
る
結
婚
式
、

写
真
だ
け
の
フ
ォ
ト
婚
な
ど

３
つ
の
建
物
と
庭
を
上
手
に

利
用
し
た
挙
式
で
、
年
間
約

70
組
の
幸
せ
を
演
出
す
る
。

　

そ
の
特
徴
あ
る
式
の
進
行

と
省
エ
ネ
活
動
の
両
立
に
は

ス
タ
ッ
フ
の
連
携
が
欠
か
せ

な
い
。
ま
ず
は
全
員
で
デ
マ

ン
ド
制
の
仕
組
み
を
理
解
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
こ
こ

で
は
空
調
を
使
わ
な
い
期

間
、
電
力
使
用
量
料
金
よ
り

基
本
料
金
の
ほ
う
が
高
く
な

る
月
が
あ
り
、
デ
マ
ン
ド
抑

制
が
不
可
欠
だ
か
ら
だ
。

　

実
際
の
活
動
は
３
つ
の
施

設
で
行
わ
れ
る
式
の
流
れ
に

合
わ
せ
、
イ
ン
カ
ム
で
連
絡

を
と
り
合
い
な
が
ら
、
各
施

設
の
空
調
を
時
間
差
で
立
ち

上
げ
、
終
わ
っ
た
ら
消
し
て

い
く
連
携
作
業
。
そ
の
間
、

事
務
所
で
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
画
面

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
細
か
な
指

示
も
出
す
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
弘
田

勉
さ
ん
は
「
何
よ
り
重
要
な

の
は
最
高
の
婚
礼
に
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
、
小
さ
な
こ

と
で
も
自
分
た
ち
で
行
っ
て

コ
ス
ト
を
抑
え
、
そ
の
ぶ
ん

を
お
客
様
に
還
元
し
ま
す
」

と
話
す
。
植
栽
の
手
入
れ
は

社
長
の
仕
事
。
建
物
や
噴
水

の
清
掃
も
毎
週
ス
タ
ッ
フ
が

行
う
。
調
理
場
を
任
さ
れ
て

い
る
料
理
人
は
厨
房
や
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
は
す
べ
て
自
分

で
管
理
す
る
。
こ
う
し
た
ト

ッ
プ
の
ポ
リ
シ
ー
が
ス
タ
ッ

フ
の
連
携
を
強
め
、
デ
マ
ン

ド
ピ
ー
ク
の
抑
制
を
可
能
に

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

運
営
コ
ス
ト
を
抑
え
て

利
用
者
に
還
元
し
て
い
く

最
高
の
挙
式
は
省
エ
ネ
で
演
出

愛媛県松山市久万ノ台 928
TEL　089（917）8231
URL　http://www.angelic-town.com/
設立 ● 1958年10月
従業員数 ● 5名（全社34名）
事業内容 ● 結婚式場運営

株式会社 京屋　アンジェリックタウン

株
式
会
社 

京
屋　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク
タ
ウ
ン

18kW16kW

22kW

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

8.2%

12.5%

10.1% 削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

（2014年 2015年）（2014年 2015年）

（2013年 2015年）

著
し
い
電
気
料
金
の
高
騰
に

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
で
対
応

目
標
を
大
き
く
上
回
る
成
果
へ

　

鹿
児
島
県
霧
島
市
に
あ
る

「
道
の
駅
霧
島 

神
話
の
里
公

園
」。
広
大
な
敷
地
内
に
は

遊
覧
リ
フ
ト
や
ス
ー
パ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
売
店
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
多
数
の
施
設
が
点
在

す
る
。
夏
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
も
開
催
し
、
自
然
を
感

じ
な
が
ら
一
日
ゆ
っ
く
り
過

ご
せ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
「
２
０
１
３
年
夏
の
猛
暑

の
翌
月
。
届
い
た
電
気
料
金

の
請
求
書
が
あ
ま
り
に
高
額

で
愕
然
と
し
ま
し
た
。
九
州

電
力
の
値
上
げ
は
聞
い
て
い

て
、
覚
悟
は
し
て
い
た
の
に

想
定
を
上
回
る
金
額
で
し

た
」。
そ
う
話
す
の
は
総
務

課
長
の
高
橋
清
貴
さ
ん
。
九

州
電
力
に
問
い
合
わ
せ
、
高

騰
の
原
因
を
聞
い
た
と
き
、

に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
テ
ク

ノ
に
よ
る
勉
強
会
を
開
催
。

基
本
的
な
知
識
や
活
動
方
針

を
ス
タ
ッ
フ
間
で
確
認
し
合

っ
た
。
そ
の
後
は
警
報
時
の

対
応
、
空
調
稼
働
の
ル
ー
ル

設
定
、
天
窓
を
利
用
し
た
空

調
負
荷
の
低
減
、
冷
凍
冷
蔵

庫
の
霜
取
り
時
間
の
見
直
し

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

結
果
、
契
約
電
力
は
１
４

７
㌔
㍗
ま
で
下
が
り
、
電
力

使
用
量
は
15
・
５
％
削
減
で

き
た
。
デ
マ
ン
ド
削
減
量
は

50
㌔
㍗
。
当
初
の
目
標
を
大

幅
に
上
回
る
成
果
だ
っ
た
。

鹿児島県霧島市霧島田口2583-22
TEL　0995（57）1711
URL　http://www.shinwanosato.jp/
設立 ● 1993年11月
従業員数 ● 23名
事業内容 ● 道の駅

道の駅霧島 神話の里公園

50kW 削
減

契約
電力

道
の
駅
霧
島 

神
話
の
里
公
園

15.5%削
減

電　力
使用量

初
め
て
電
気
料
金
の
仕
組
み

を
知
っ
た
。
そ
れ
ま
で
デ
マ

ン
ド
ピ
ー
ク
は
１
８
０
㌔
㍗

以
下
だ
っ
た
が
、
そ
の
と
き

は
１
９
７
㌔
㍗
に
上
昇
。
こ

れ
に
相
当
す
る
基
本
料
金
が

１
年
間
続
く
。

　

当
面
は
も
と
の
契
約
電
力

へ
戻
す
こ
と
を
目
標
に
省
エ

ネ
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
案
を
受

け
た
の
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
だ
っ

た
。
省
エ
ネ
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
も
受
け
ら
れ
る
と
聞

き
、
高
橋
さ
ん
は
す
ぐ
に
採

用
を
決
め
る
。

　

省
エ
ネ
活
動
の
ス
タ
ー
ト

（2013年8月～翌年7月 2014年8月～翌年7月）

（2013年11月～翌年8月 2014年11月～翌年8月）

（2013年5月～翌年2月 2014年5月～翌年2月）

（2013年5月～翌年4月 2014年5月～翌年4月）

（2013年 2014年）

１
年
間
の
活
動
で
見
極
め
た

現
場
に
即
し
た
最
適
温
度

妥
当
な
省
エ
ネ
ラ
イ
ン
を
追
求

滋賀県草津市矢橋町 621
TEL　077（562）1001
URL　http://caretown.yotsuba-lcn.or.jp/
開設 ● 2004年4月
従業員数 ● 90名
事業内容 ● 介護老人保健施設

医療法人社団よつば会　ケアタウン南草津

医
療
法
人
社
団
よ
つ
ば
会　

ケ
ア
タ
ウ
ン
南
草
津

ん
か
ら
改
め
て
電
気
料
金
の

仕
組
み
を
教
え
ら
れ
、
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
の
活
用
で
契
約
電
力
は

減
ら
せ
る
と
考
え
ま
し
た
」。

　

デ
マ
ン
ド
が
上
が
り
過
ぎ

な
い
よ
う
目
標
値
を
設
定
。

主
と
し
て
取
り
組
む
の
は
空

調
設
備
に
し
た
。
警
報
が
鳴

る
と
、
各
部
署
に
電
話
で
知

ら
せ
、
利
用
者
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

や
更
衣
室
、
廊
下
な
ど
の
空

調
温
度
を
調
整
す
る
。
気
温

が
高
く
な
り
そ
う
な
日
は
、

梅
木
さ
ん
が
事
前
に
各
フ
ロ

ア
へ
宛
て
、
デ
マ
ン
ド
値
が

ピ
ー
ク
に
な
る
時
間
帯
を
書

い
た
用
紙
を
配
布
し
、
注
意

を
促
し
た
。

　

活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
最

初
の
夏
、
空
調
の
設
定
温
度

は
26
〜
27
℃
と
決
め
た
。
こ

れ
が
１
年
間
の
活
動
を
経
て

「
28
℃
で
は
暑
い
と
き
も
あ

る
が
27
℃
な
ら
問
題
な
い
。

26
℃
は
涼
し
い
場
合
も
あ

る
」
と
い
う
細
か
な
分
析
も

で
き
て
き
た
。
こ
れ
を
も
と

　

ケ
ア
タ
ウ
ン
南
草
津
は
滋

賀
県
草
津
市
に
あ
る
介
護
老

人
保
健
施
設
。
看
護
・
医
療

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
揃
う
同

施
設
に
は
約
70
名
の
入
居
者

が
生
活
し
て
お
り
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
ケ
ア
の
利

用
者
も
訪
れ
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

１
１
年
８
月
。
当
時
は
保
安

管
理
費
用
の
削
減
が
主
な
目

的
で
、
省
エ
ネ
は
手
つ
か
ず

の
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
３
年

後
、
事
務
次
長
の
梅
木
速
水

さ
ん
が
設
備
管
理
の
責
任
者

に
な
り
省
エ
ネ
活
動
が
本
格

化
し
た
。「
日
本
テ
ク
ノ
さ

に
翌
年
夏
は
27
〜
28
℃
を
基

本
に
し
た
。
わ
ず
か
な
違
い

だ
が
現
場
に
即
し
た
最
適
温

度
を
見
極
め
ら
れ
た
。

　
「
介
護
の
現
場
で
は
利
用

者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
ス
タ
ッ

フ
の
体
調
も
気
づ
か
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
が
妥
当

な
省
エ
ネ
の
ラ
イ
ン
な
の
か

追
求
し
な
が
ら
、
今
後
も
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
」

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
南
草
津
」
の
外
観
。

月
舘
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
。

事務次長の梅木速水さん。

製造部長の赤石沢直人さん。

　

福
島
県
内
に
６
カ
所
、
海

外
に
も
生
産
拠
点
を
持
つ
月

電
工
業 

株
式
会
社
。
伊
達

市
月
舘
町
に
あ
る
月
舘
工
場

は
主
に
電
子
機
器
製
品
や
プ

リ
ン
ト
基
板
の
加
工
組
み
立

て
を
行
う
。
環
境
に
配
慮
し

た
「
も
の
づ
く
り
」
拠
点
だ
。

　

省
エ
ネ
を
意
識
し
た
き
っ

か
け
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
を
受
け
た
２
０
０

９
年
。「
生
産
が
縮
小
さ
れ

売
上
が
伸
び
悩
む
な
ら
、
ほ

か
の
部
分
で
補
お
う
と
考
え

ま
し
た
」
と
製
造
部
長
の
赤

石
沢
直
人
さ
ん
は
振
り
返

る
。
そ
の
と
き
は
、
人
が
い

な
い
場
所
や
必
要
の
な
い
部

分
の
照
明
や
空
調
の
電
源
オ

フ
を
徹
底
し
た
。

　

２
０
１
３
年
４
月
に
は
全

社
挙
げ
て
の
業
務
改
善
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
こ
に
電

力
使
用
量
の
削
減
も
含
ま
れ

た
。
そ
の
際
は
蛍
光
灯
を
省

エ
ネ
タ
イ
プ
の
照
明
（
Ｃ
Ｃ

Ｆ
Ｌ
管
）
に
交
換
す
る
設
備

改
善
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
が
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
た
と

き
、
本
社
を
通
じ
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
導
入
の
提
案
が
あ
っ
た
。

電
気
の
使
用
状
況
が
「
見
え

る
化
」
で
き
る
。
赤
石
沢
さ

ん
は
「
ま
さ
に
求
め
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
」
と
感
じ
た
。
導

入
は
２
０
１
３
年
11
月
。
こ

れ
ま
で
と
違
っ
た
省
エ
ネ
活

動
に
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。

　

以
前
は
発
見
で
き
な
か
っ

た
だ
ろ
う
顕
著
な
例
は
、
炉

の
予
熱
だ
っ
た
。
日
本
テ
ク

ノ
か
ら
「
休
日
の
電
力
使
用

量
が
多
い
」
と
い
う
指
摘
を

受
け
、
常
に
温
め
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
ハ
ン
ダ
付

け
の
電
気
炉
が
原
因
と
わ
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

は
１
０
０
〜
１
５
０
℃
だ
っ

た
も
の
を
、
検
証
を
重
ね
な

が
ら
50
〜
80
℃
に
ま
で
下
げ

て
も
問
題
な
い
こ
と
を
突
き

止
め
、
設
定
を
変
更
し
た
。

見
過
ご
し
て
い
た
休
日
の
電

力
消
費
の
無
駄
ま
で
抑
え
る

こ
と
が
で
き
た
。　

電
気
の「
見
え
る
化
」で

以
前
と
異
な
る
省
エ
ネ
活
動

休
日
の
使
用
量
も
削
減

福島県伊達市月舘町御代田字月崎1-1
TEL　024（572）2311
URL　http://www.tsukiden.com/
創立 ● 1963年11月
従業員数 ● 79名
事業内容 ● 電子機器の加工組立など

月電工業 株式会社　月舘工場

月
電
工
業 

株
式
会
社　

月
舘
工
場

代表取締役社長の弘田勉さん。

「
ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」
の
外
観
。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。今回は、福島、東京、
愛知、滋賀、愛媛、鹿児島の各地ユーザーの取り組みに加え、具体的なパソコン操作の方法も紹介する。

（2013年11月～翌年4月 2014年11月～翌年4月）

総務部の加藤雅大さん。

総務課長の高橋清貴さん。

SMARTMETER ＥＲＩＡ

※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。

ナップス 三鷹東八店

アンジェリックタウン

道の駅霧島 神話の里公園

ダイセーエブリー二十四

月電工業 月館工場

ケアタウン南草津

導入事例

52kW
　

パ
ー
ツ
や
ウ
ェ
ア
も
扱
う

バ
イ
ク
用
品
専
門
店
を
展
開

す
る
株
式
会
社 

ナ
ッ
プ
ス
。

東
京
都
三
鷹
市
の
「
ナ
ッ
プ

ス 

三
鷹
東
八
店
」
は
売
り

場
で
の
商
品
販
売
の
ほ
か
点

検
・
洗
車
な
ど
の
Ｐ
Ｉ
Ｔ
サ

ー
ビ
ス
も
行
う
大
型
店
だ
。

　

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
は
夏
。

気
温
上
昇
と
と
も
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
警
報
が
鳴
る
。
最
初
は
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
空
調
や
照
明

を
切
っ
て
対
応
し
た
。
だ
が

そ
れ
だ
け
で
は
大
幅
な
削
減

は
難
し
い
。
店
長
の
神
森
和

茂
さ
ん
は
、
視
点
を
売
り
場

に
も
広
げ
、対
策
を
考
え
た
。

　

店
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

積
極
的
に
進
め
、
そ
れ
と
と

も
に
空
調
の
効
率
的
な
運
用

に
取
り
組
む
。
試
行
錯
誤
の

末
、
見
つ
け
た
方
法
は
、
時 開

店
前
後
で
空
調
６
基
を
入
り
切
り

店
舗
全
体
の
快
適
性
を
保
ち
つ
つ

効
率
的
な
省
エ
ネ
運
用
を
実
施

東京都三鷹市野崎1-19-12
TEL 0422（40）6171
URL　http://www.naps-jp.com/
開設 ● 2004年11月
従業員数 ● 30名
事業内容 ● オートバイ用品・部品の小売

株
式
会
社 

ナ
ッ
プ
ス　

三
鷹
東
八
店

間
差
の
稼
働
。
店
内
に
あ
る

空
調
22
基
の
う
ち
、
開
店
前

に
使
用
す
る
の
は
６
基
に
限

定
し
た
。
開
店
と
同
時
に
こ

の
６
基
は
切
り
、
残
り
の
空

調
を
起
動
。
こ
う
す
れ
ば
す

べ
て
を
稼
働
さ
せ
ず
と
も
、

店
舗
全
体
を
快
適
な
状
態
に

保
て
る
。
そ
ん
な
工
夫
を
重

ね
、
導
入
当
初
の
２
０
１
０

年
に
１
７
３
㌔
㍗
だ
っ
た
デ

マ
ン
ド
は
２
０
１
４
年
に
１

３
４
㌔
㍗
に
な
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
４
月
に
は
空

調
を
入
れ
替
え
る
設
備
改
善

に
も
着
手
。
22
基
の
う
ち
、

日
差
し
の
強
い
南
側
14
基
を

削
減

契約
電力

株式会社 ナップス　三鷹東八店

29.5%削減電　力
使用量

店長の神森和茂さん。

（2009年11月～翌年10月 2014年11月～翌年10月）

この設定をするには……

新
機
種
に
し
た
。「
限
ら
れ

た
費
用
の
中
で
よ
り
効
果
の

高
い
改
善
を
考
え
た
」
と
神

森
さ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
デ
マ

ン
ド
は
２
０
１
４
年
と
の
比

較
で
13
㌔
㍗
削
減
で
き
た
。

　

神
森
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン

で
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
制
御
で
き
る

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
も

活
用
し
て
い
る
。「
取
り
組

み
を
促
す
〈
デ
マ
ン
ド
目
標

値
見
直
し
〉
メ
ー
ル
の
自
動

送
信
を
設
定
し
て
い
る
の
で

そ
れ
を
参
考
に
目
標
値
を
変

更
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
活

動
の
い
い
判
断
材
料
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
」。

日本テクノのサービスを利用しているお客様へ

● 

デ
マ
ン
ド
目
標
値
見
直
し
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル

設定すればこんなメールが自動で届く

デマンド
閲覧サービス
活用法

デマンド
閲覧サービス
活用法

　電気の使用量が増える夏場は、頻繁に警報が鳴り、省エネ活動
も気を引き締められていたが、そのほかの季節は警報もないので
電気の無駄づかいが散見される……。このようなお客様の声をよ
く耳にします。そんなお客様におすすめしたいのが「デマンド目
標値見直しのお知らせメール」です。設定した目標値が実際の
電力使用量に見合わず余力が多い数値になっていた場合、メール
で「もう少し余力を削りがんばってみませんか」という左のよう
なメッセージを自動で送信する機能。設定は下記に示したとおり、
数分で完了します。ぜひ一度お試しください。

日本テクノのホームページにある「お客さまサポート デマンド閲覧」などのリ
ンクから「デマンド閲覧サービス」のログイン画面を表示し、IDとパスワード
を入力してログインします。ログイン後、下記の操作を行います。
❶ 左側メニューの「自動メール送信」を選択します。
❷「乖離率送信（デマンド目標値見直しのお知らせ）」にチェックを入れます。
❸「デマンド設定値の乖離チェック」を設定します。実際の使用量と目標値と
が何パーセント離れたときに自動メールの送信を行うかを「乖離率」で選
び（5から30まで５％きざみで選択可能）、「月間チェック」か「週間チェ
ック」のいずれかを選択します（週間を選択した場合は曜日も指定）。

❹ 自動メールを受け取るメールアドレスを登録します。
❺「設定」ボタンをクリックすれば、設定完了です。

電気料金削減のためのポイントを3分 29秒
に短くまとめた動画を配信しています。基本料
金と使用料料金の仕組み、１日を30分単位の
48コマに分ける考え方などをわかりやすく解説
しています。（視聴の方法は4面を参照）

● 

設
定
の
方
法

❶

❷

❹

❺
❸

サービスを
利用されて
いない方も
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企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

自利利他 じりりた ─ ２ ─
　

人
の
遺
伝
子
に
は
「
自
分

の
得
だ
け
」
考
え
る
自
我
：

利
己
の
心
と
「
自
分
よ
り
ま

ず
他
人
の
た
め
に
役
立
つ
こ

と
」
を
考
え
る
真
我
：
利
他

の
心
が
あ
る
。
と
も
に
人
の

生
存
に
は
必
要
。
だ
が
利
己

の
心
で
の
判
断
は
、
目
先
の

損
得
判
断
な
の
で
間
違
う
。

誰
の
協
力
も
得
ら
れ
な
い
。

一
方
、
利
他
の
心
で
の
判
断

は
、
他
人
の
こ
と
を
考
え
る

大
局
的
で
視
野
の
広
い
も
の

で
皆
の
協
力
を
得
ら
れ
る
。

　

資
本
主
義
の
社
会
に
お
い

て
も
自
利
利
他
の
精
神
は
必

要
不
可
欠
だ
。
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
の
創
設

者
カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ス

は
「
ど
れ
だ
け
顧
客
を
満
足

さ
せ
る
か
」
を
真
っ
先
に
考

え
た
。
彼
は
自
ら
各
地
の
支

店
を
訪
れ
、
抜
き
打
ち
で
フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
の
味
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
安
い
素
材
を
使
い

経
費
を
浮
か
せ
る
支
店
長
を

見
つ
け
る
と
即
座
に
解
雇
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
お
金
は
顧

客
の
満
足
度
に
応
じ
て
入
っ

て
く
る
。
安
い
素
材
で
味
が

落
ち
る
と
、
顧
客
の
満
足
度

が
下
が
り
、客
足
は
遠
の
く
。

入
る
は
ず
の
お
金
も
入
ら
な

い
。
ど
ん
な
仕
事
に
せ
よ
顧

客
を
喜
ば
せ
れ
ば
喜
ば
せ
る

ほ
ど
、お
金
は
入
っ
て
く
る
。

「
お
金
が
い
く
ら
入
る
か
」

よ
り
も
「
ど
れ
だ
け
顧
客
を

喜
ば
せ
る
か
」
を
第
一
に
考

え
る
こ
と
だ
。

　

遺
伝
子
工
学
の
世
界
的
権

威
で
筑
波
大
学
の
村
上
和
雄

名
誉
教
授
は
利
他
の
心
は
遺

伝
子
に
刻
ま
れ
た
人
間
の
本

質
と
い
っ
て
い
る
。
誰
し
も

人
は
恋
人
、
家
族
、
他
人
、

世
の
中
と
い
っ
た
自
分
を
取

り
巻
く
人
の
た
め
の
力
に
な

り
た
い
と
い
う
利
他
的
な
本

能
、
思
考
、
行
動
が
あ
る
。

利
他
の
心
は
人
間
の
潜
在
意

識
の
一
番
奥
に
あ
り
、
そ
の

前
に
利
己
の
心
が
あ
る
と
い

う
。
や
や
も
す
る
と
人
は
利

己
の
心
で
判
断
。
私
も
自
分

の
未
熟
さ
を
よ
く
感
じ
る
。

　

利
他
の
心
を
ど
う
引
き
出

す
か
大
事
な
こ
と
だ
。
始
め

は
小
さ
な
こ
と
で
い
い
。
道

の
ゴ
ミ
を
拾
う
、
玄
関
の
靴

を
揃
え
る
、
身
体
の
不
自
由

な
人
に
席
を
譲
る
…
…
。
会

社
は
利
他
の
心
を
引
き
出
す

の
に
最
適
な
場
だ
。
自
分
の

し
た
こ
と
が
他
人
の
喜
び
に

つ
な
が
り
、
自
分
に
も
か
え

っ
て
く
る
と
い
う
繰
り
返
し

が
起
こ
る
場
で
も
あ
る
。
自

分
だ
け
利
益
を
得
よ
う
と
し

て
は
い
け
な
い
。
他
人
に
も

利
益
を
与
え
る
こ
と
だ
。
自

利
利
他
の
精
神
だ
。

利
他
の
心
を

い
か
に
し
て
引
き
出
す
か

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

電気がわかる書籍プレゼント
正解者の中から抽選で 20 名の方に、日本テクノ編集『イチから学ぼ
う　デンキのキホン』をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしいテーマ」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明
記のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インターネットのサ
イト「Eco News Web Magazine」からも応募できます。下記 URL にア
クセスして当コーナー応募フォームのリンクをクリックし、画面の指
示に従いご応募ください。なお、発表は賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます。締め切りは 2016 年 6 月 24 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/ ※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は

小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
43
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

テクノユーザー

復興への歩み

27Scene

●タテのカギ●
② リスクがあるから、やるのさ！
③  出世魚。10cm程ならコハ
ダ。成長するとコ○○ロ。

④  「○○○○○市場新聞」は、
無料です。

⑥  白熱電灯を実用化した人は、
○○ソン。

⑦  旅立ちの日、ソツギョ○○○。
⑩  江戸時代の理容師のこと。
「髪○○」。

●ヨコのカギ●
①  清少納言が言いました。
「春はア○○○」。
⑤  春のコ○○○○。略称はセ
ンバツ。

⑦  これぞ春の景色。桜が満開
のフ○○イ。

⑧  日本の食料○○ュウ率は低い。
⑨  いつまでも友だちでいよう
ね。○○○ウ。

⑪  この春から転勤だ。

第四十四回

生産量は半分でも付加価値で超越

「
こ
の
土
地
で
や
り
続
け
た
い
」

製造部長の池田孝信さん。

おばあちゃんの

知恵袋

　

春
爛
漫
の
季
節
で
す
ね
。
こ

の
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
や
新
生

活
を
始
め
る
方
も
、
万
が
一
の

災
害
に
慌
て
な
い
よ
う
に
防
災

の
知
恵
は
き
ち
ん
と
身
に
つ
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
簡

易
的
な
エ
コ
防
災
グ
ッ
ズ
を
３

つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
は
、
飲
み
水
や
炊
事
、

洗
濯
、
火
災
時
の
消
火
な
ど
に

必
要
な
貯
水
タ
ン
ク
。
大
き
な

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
ポ
リ
袋
を
二

重
に
し
て
被
せ
れ
ば
で
き
あ
が

り
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

代
わ
り
に
も
な
り
ま
す
よ
。
水

を
持
ち
運
ぶ
と
き
は
ポ
リ
袋
の

口
を
結
ん
で
そ
の
ま
ま
ダ
ン
ボ

ー
ル
ご
と
運
び
ま
し
ょ
う
。
ポ

リ
袋
の
中
に
し
わ
く
ち
ゃ
に
し

た
新
聞
紙
を
入
れ
れ
ば
簡
易
ト

イ
レ
に
も
な
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
防
寒
着
。
45
㍑

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
逆
さ
に
し

て
、
頭
が
出
る
と
こ
ろ
を
半
円

形
に
切
り
取
っ
た
ら
、
腕
の
出

る
２
カ
所
に
切
り
込
み
を
入
れ

ま
す
。あ
と
は
下
か
ら
被
れ
ば
、

簡
易
な
が
ら
も
暖
か
く
、
寒
さ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
つ
目
は
サ
ン
ダ
ル
。
ま
ず

は
、
３
枚
ほ
ど
重
ね
た
レ
ジ
袋

を
用
意
し
、
足
の
サ
イ
ズ
に
切

っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
２
枚
と
新
聞

紙
を
数
枚
重
ね
て
中
に
入
れ
ま

す
。
袋
の
中
に
足
を
入
れ
て
足

首
の
後
ろ
で
結
ん
だ
ら
で
き
あ

が
り
で
す
。
日
用
品
の
中
で

も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
立

つ
「
新
聞
紙
」「
ポ
リ
袋
」「
ダ

ン
ボ
ー
ル
」
は
、
常
に
蓄
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら

家
族
や
周
り
の
人
と
避
難
場
所

や
連
絡
方
法
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
お
く
の
も
大
切
で
す
ね
。

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は「もったいない」精神を実
践するときのキーワード「リデュース・リユース・リサイクル」。

簡単、便利なエコ防災グッズ

ラップなどの紙芯に、再利用したいレ
ジ袋やポリ袋を丸めて詰めて収納し
ています。袋を使うときは逆側から引
き抜くだけ。あまり場所をとらず、袋
を折りたたむ手間も不要です。

＠中野県さん

今回はこんな知恵を提供していただきました！

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

か
ら
22
㌔
㍍
の
南
相
馬
市
原

町
区
で
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

機
器
や
家
電
製
品
の
電
子
基

板
を
製
造
す
る
ウ
ツ
ミ
電
気 

株
式
会
社
。

　

東
日
本
大
震
災
の
地
震
発

生
後
、
当
時
40
名
い
た
社
員

は
屋
外
へ
避
難
し
た
。
隣
の

民
家
の
屋
根
か
ら
瓦
が
落
ち

て
い
く
様
子
に
、
こ
と
の
重

大
さ
を
知
る
。
工
場
内
の
製

造
機
械
も
ず
れ
て
い
た
た

め
、
そ
の
日
は
作
業
を
中
断

し
、
全
員
帰
宅
し
た
。

　

翌
日
の
土
曜
日
に
管
理
職

が
出
勤
し
、
ず
れ
を
直
し
、

月
曜
の
朝
か
ら
製
造
を
開
始

し
た
。
だ
が
原
発
事
故
に
よ

る
避
難
指
示
で
、
再
び
全
社

員
が
帰
宅
。
そ
の
後
は
避
難

区
域
の
拡
大
や
変
更
な
ど
混

乱
す
る
情
勢
の
中
で
社
員
が

ど
こ
に
避
難
し
た
の
か
も
把

握
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
で
は
生
産
活
動
は
で

き
な
い
。
そ
れ
で
も
会
社
と

し
て
約
束
し
た
納
期
だ
け
は

守
ろ
う
と
考
え
、
同
業
者
へ

仕
様
書
を
提
供
し
、
納
期
に

間
に
合
う
よ
う
に
製
造
を
依

頼
。
も
ち
ろ
ん
発
注
元
へ
の

了
承
も
と
っ
た
。「
そ
の
作

業
を
３
日
間
で
や
り
き
る
と

同
時
に
、
い
っ
た
ん
会
社
を

閉
め
る
こ
と
に
し
た
ん
で

す
。
管
理
職
４
名
以
外
は
全

員
を
解
雇
と
い
う
か
た
ち
に

し
、
連
絡
の
つ
く
社
員
に
は

す
ぐ
に
手
続
き
に
入
っ
て
も

ら
い
、
失
業
保
険
が
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
し
た
ん
で
す
」

と
製
造
部
長
の
池
田
孝
信
さ

ん
は
振
り
返
る
。

　

今
後
、
会
社
を
ど
う
す
る

か
。
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ

る
中
、
取
引
先
か
ら
「
戻
れ

る
な
ら
、
戻
っ
て
ほ
し
い
」

と
強
い
要
請
を
受
け
る
。
こ

れ
ま
で
培
っ
た
信
頼
と
震
災

後
の
速
や
か
で
誠
実
な
対
応

を
評
価
し
た
温
か
な
声
援
だ

っ
た
。

　

震
災
発
生
か
ら
３
週
間

め
た
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で

製
造
す
る
電
子
基
板
だ
が
、

し
っ
か
り
と
放
射
線
量
を
計

り
、
安
全
を
確
認
し
て
、
出

荷
し
始
め
た
。
事
業
再
開
の

決
断
は
多
く
の
取
引
先
か
ら

受
け
る
応
援
の
言
葉
と
、
こ

の
土
地
で
や
り
続
け
た
い
と

い
う
社
長
は
じ
め
残
さ
れ
た

全
員
の
強
い
意
志
に
よ
っ
て

導
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

今
、
周
辺
で
は
給
与
待
遇

の
よ
い
除
染
作
業
が
あ
る
た

め
、
思
う
よ
う
に
人
材
が
集

ま
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
補

助
金
を
利
用
し
た
積
極
的
な

設
備
投
資
や
自
社
製
品
の
開

発
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
チ
ッ
プ

状
に
成
形
し
た
「
は
ん
だ
」

な
ど
）
に
も
力
を
入
れ
、
自

前
の
技
術
に
付
加
価
値
を
加

え
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

　

震
災
前
に
40
名
い
た
社
員

は
現
在
27
名
。
生
産
量
は
約

半
分
に
な
っ
て
い
る
が
、
挑

戦
心
は
震
災
前
の
何
倍
に
も

膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
文
字
を

組
み
合
わ
せ
電
気
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
こ
の
４
月
か
ら
電
力
の

小
売
り
市
場
が
、
全
面
コ
レ
に
な
り
ま
す
。

エネルギー安全保障の確保を
主な目的にアメリカのキッシン
ジャー国務長官の提唱で1974
年に設立された国際組織は？

a
b
c
d

国際通貨基金（IMF）

国際エネルギー機関（IEA）

国際開発協会（IDA）

国連環境計画（UNEP）

Question
1

環境問題のバイブルともいわ
れ1962年の刊行以来今も読
み継がれている『沈黙の春』の
著者は？

a
b
c
d

アーネスト・ヘミングウェイ

マーク・トウェイン

ヘンリー・デイヴィッド・ソロー

レイチェル・カースン

Question
2

世界的にもトップレベルにあ
る日本の省エネ対策を制度面
から後押しする「省エネ法」。
その正式名称は？

a
b
c
d

エネルギー政策基本法

新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法

エネルギーの使用の合理化等に関する法律

非化石エネルギーの開発及び導入の促進に関する法律

Question
3

2015 年 9 月に国連で採択さ
れた「持続可能な開発のため
の 2030 アジェンダ」に盛り
込まれた目標は？

a
b
c
d

持続可能な開発目標（SDGs）

ミレニアム開発目標（MDGs）

気候変動枠組み目標

生物多様化目標

Question
4

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
っ
て
何
？

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

日
本
は
戦
後
、
急
速
な
経
済
発

展
を
遂
げ
、
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
る
便

利
な
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い
う
流

れ
か
ら
、
処
理
し
き
れ
な
い
ほ
ど

の
ご
み
を
生
み
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
ま
ま
で
は
日
々
の
生
活

さ
え
お
び
や
か
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
モ
ノ
や
資
源
を
繰
り
返
し

使
い
、
ご
み
の
発
生
を
抑
え
る
循

環
型
社
会
へ
の
転
換
が
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

の
行
動
指
標
が
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア

ー
ル
）
で
す
。

　

３
Ｒ
は
、
Ｒ
の
頭
文
字
３
つ
を

意
味
し
ま
す
。
最
初
の
Ｒ
は
Ｒ
ｅ

ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）。
無

駄
な
モ
ノ
を
買
わ
な
い
こ
と
や
使

う
量
の
削
減
、
製
造
時
に
原
材
料

の
合
理
化
を
図
る
と
い
っ
た
、
ご

み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
こ
と
で

す
。
２
つ
目
は
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ

ユ
ー
ス
）、
繰
り
返
し
使
う
こ
と
。

壊
れ
て
も
簡
単
に
捨
て
ず
修
理
し

て
使
っ
た
り
、
子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
て
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
服
を

ほ
か
の
人
に
譲
る
な
ど
の
「
再
使

用
」
を
指
し
ま
す
。
最
後
の
Ｒ
は

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク

ル
）。
使
い
終
え
た
モ
ノ
を
資
源

と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
。
古
紙

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
分
別
し

て
資
源
回
収
し
、
も
う
一
度
原
料

に
使
う
と
い
っ
た
活
動
で
す
。

　

優
先
順
位
も
、
ご
み
を
出
さ
な

い
リ
デ
ュ
ー
ス
、
再
び
使
う
リ
ユ

ー
ス
、
資
源
活
用
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
の
順
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ

の
３
Ｒ
の
考
え
方
は
循※

環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
法
と
い
う
法
律
で

も
明
文
化
さ
れ
て
い
ま
す
。　

※２面「ポイント解説 環境の法律」で解説記事を掲載。

⑪

⑩

① ② ③ ④

⑨

⑧⑦

⑥⑤

イチから学ぼうデンキのキホン

日本テクノ設立20周年を記念して刊
行した、電気のことが手に取るように
わかる本。電気の仕組みや歴史、発電、
送配電、保守、省エネなど電気のこ
とが丸ごと理解できる内容です。イラ
ストや図解をふんだんに使った楽しい
つくりになっています。

定価1,000円＋税／発行：丸善プラネット

後
、
そ
う
し
た
周

囲
の
後
押
し
を
無

下
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
事
業
再
開

に
踏
み
切
っ
た
。

少
し
ず
つ
で
も
生

産
を
始
め
る
。
連

絡
の
つ
く
元
社
員

を
失
業
保
険
支
給

の
直
前
に
５
名
集

２０名

抽選で

※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただいた方の中から抽
選で毎月10名様に、おばあちゃんの特製手ぬぐいをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、
本紙またはウェブサイトにてご紹介させていただきます。応募方法〈はがき〉ご住所とお名前
を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウ
ェブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつくり方など、
エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメールマガジンを発行していま
す。読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学や豆知識が満載のメ
ルマガに、ぜひご登録ください。購読のお申し込みは下記のサイトから受け付
けています。

検 索http://econews.jp/idea おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ

http://econews.jp/newspaper/crossword/cross_44.html
http://econews.jp/idea/
http://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/

